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ようこそ
私たちは、誰もが最高品質のビデオを使用できるようにすることで、テレビ業界を真にクリエイティ
ブな業界にするという夢をユーザーの皆様と共有できればと考えています。

過去のハイエンド・テレビおよびポストプロダクションでは、何百万ドルもするハードウェアに投資
する必要がありました。しかし、Blackmagic Designのビデオハードウェアは、お求めになりやす
い価格である上、Ultra HD 60pの映像でもお気軽にご利用いただけます。ユーザーの皆様には、 
新しくなったUltraStudioやDeckLink、またはIntensityを長くご愛顧いただき、世界中で人気の高い
テレビ番組やデザイン・ソフトウェアなどで利用いただけることを願っています。

このマニュアルには、Blackmagic Designビデオハードウェアのインストールに必要な情報がす
べて記載されています。PCI Expressをインストールされる際は、過去にハードウェアカードを
コンピューターにインストールされたご経験がある場合を除き、テクニカルアシスタントからの
助言を得ることをお勧め致します。Blackmagic Designビデオハードウェアは非圧縮ビデオを取
り扱い、データの転送速度も非常に速いため、高速ディスクストレージおよびハイエンドのコン 
ピューターが必要となります。

インストール完了までにかかる時間は10分ほどです。Blackmagic Designビデオハードウェ
アをインストールする前に、弊社のウェブサイトwww.blackmagicdesign.com/jpのサポート 
ページで、最新バージョンのマニュアルとDesktop Videoドライバーソフトウェアをダウンロードし 
てください。また、ソフトウェアのアップデートをダウンロードされる際は、お使いのBlackmagic 
Designビデオハードウェアをご登録いただきますようお願い致します。ソフトウェアの新しいアップ
デートや新機能について、随時お知らせ致します。Blackmagic Designビデオハードウェアを使用し
て制作された最新の映像がありましたらご送付ください。また、このソフトウェアの改善に関するご
提案がありましたらご連絡ください。常に新機能の開発および製品の改善に努めていますので、ユ
ーザーの皆様からご意見をいただければ幸いです。

Blackmagic Design CEO

グラント・ペティ

http://www.blackmagicdesign.com/jp
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はじめに
Desktop Videoについて
このマニュアルには、コンピューターのシステム要件、Blackmagic Design Desktop Videoハードウェ 
ア/ソフトウェアのインストール方法、お気に入りのサードパーティ製ソフトウェアとの使用方法が記載
されています。

ソフトウェアには、ドライバー、プラグイン、さらにBlackmagic Desktop Video Setupや、高速キャプ
チャー・再生用のBlackmagic Media Expressなどのアプリケーションが含まれています。Blackmagic 
Desktop Videoソフトウェアは、お使いのUltraStudio、DeckLink、Intensity、Teranexハードウェアと連
動して動作します。

システム要件
ビデオを効率的に処理するには、4GB以上のRAMのコンピューターが必要です。

Mac OS
Blackmagic Desktop Videoソフトウェアは、最新バージョンのMac OSで動作します。

Windows
Desktop Videoは、最新のWindowsアップデートがインストールされた64-bit版Windows 8および10
で動作します。

Linux
Desktop Videoは、2.6.23以降のLinuxを起動している64-bit x86コンピューターで動作します。対応する
Linuxディストリビューション、パッケージフォーマット、ソフトウェアの依存性の最新リストについては、 
リリースノートを参照してください。

電源の接続
お使いのDesktop Videoハードウェアに外部電源が同梱されている場合は、その電源でユニットを接続
し、電源をオンにします。
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作業のこつ DeckLink 4K Extreme 12Gは、カードに同梱されている電源アダプターケーブル
を使って追加電源を接続することもできます。DeckLink 4K Extreme 12Gは非常にパワフル
な製品です。弊社では、メザニンカードによる接続性の拡張など、常に追加機能を提供する
方法を模索しています。このため、将来的にDeckLinkカードのハードウェア拡張によりコンピ
ューターのPCIeスロットからの供給だけでは足りなくなった場合に備えて、電源アダプターケ
ーブルを同梱しています。

 

DeckLink 4K Extreme 12Gに外部電源を供給する必要がある場合、同梱の電源アダプターケーブルを簡単
に使用できます。グラフィックカードの電源を抜いて、アダプターケーブルを接続してください。プラグは一方の
端しか電源に接続できないので、誤って接続することはありません。

ビデオハードウェアを接続
Blackmagic Desktop Videoハードウェアとコンピューターの接続に使用するコネクターはモデルにより
異なり、3種類あります。コネクターの種類は、Thunderbolt、USB 3.0、PCIeです。

Thunderboltで接続
Blackmagic UltraStudio 4KおよびUltraStudio 4K Extremeは、Thunderbolt ™2ポートを2系統搭載してい
るため、お使いのコンピューターにThunderbolt™ポートが1系統しかない場合は、使用していない方のポー 
トでRAIDや他のデバイスと接続できます。
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Blackmagic UltraStudio 4K Extreme 3は、2系統のThunderbolt™ 3ポート、Ultra Studio HD Miniは
1系統のThunderbolt 3ポートを搭載しており、40Gb/sまでのデータ速度に対応します。Thunderbolt 3
で接続する場合、Thunderbolt 3ケーブルを使って、Blackmagic Desktop Videoハードウェアをコン
ピューターのThunderbolt 3ポートに直接接続します。UltraStudio HD Miniなどのバス給電の製品で
は、Thunderbolt 3 ー Thunderbolt 2アダプターを使ってコンピューターのThunderbolt 2ポートへ接
続することはできません。

USB-Cコネクターの近くでThunderboltアイコン（右のイメージ）を探し、 
コンピューターがThunderbolt 3をサポートしていることを確認してください。

USB 3.0で接続
SuperSpeed USB 3.0ケーブルをユニットのUSB 3.0ポートに接続します。ケーブルのもう一方の端を 
コンピューターのUSB 3.0ポートに接続します。

HDMI IN Y IN Pb IN Pr IN S-VIDEO IN VIDEO IN L AUDIO IN

AUDIO OUTVIDEO OUTS-VIDEO OUTPr OUTPb OUTY OUTHDMI OUT

R

SuperSpeed USB 3.0ケーブルをIntensity Shuttleに接続。

PCIeで接続
Blackmagic Design PCIeカードをコンピューターのスロットに差し込みます。カードの箱に記載され
た情報をもとに、カードが必要とするPCIeのレーン数を確認します。例えば、PCIeカードによって、x1
x4、x8のPCIeスロットが必要です。

求められる性能よりも高性能のスロットにPCIeカードを挿入することもできます。例えば、x4レーンの
PCIeカードをx16レーンのPCIeスロットに挿入できますが、逆はできません。

箱に必要な情報が見つからない場合、カードの必要レーン数およびカードに関するその他の情報は、 
www.blackmagicdesign.com/jp/productsの仕様ページを参照してください。
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Blackmagic Design PCIeカードをスペアPCIeスロットにインストールします。 
カードにHDMIブラケットが付いている場合、任意のスペアPCIeマウントに 
インストールでき、同梱のHDMIケーブルを使用してカードの後部に接続できます。

カードにブレイクアウトケーブルが付いている場合、 
カードのブレイクアウトケーブル用コネクターに接続します。

カードの部品の破損を避けるため、DeckLink 
PCIeカードは慎重に取り扱ってください。
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UltraStudio 4K ExtremeをPCIe経由で接続
UltraStudio 4K ExtremeおよびUltraStudio 4K Extreme 3は、PCIeアダプターカード/ケーブル
を使用して、PCIe経由でコンピューターに接続することもできます。UltraStudio 4K Extreme
およびUltraStudio 4K Extreme 3は、どちらもコンピューターのPCIeジェネレーション2スロッ
トに接続します。Blackmagic PCIe Cable Kitには、PCIeケーブルとPCIeアダプターカードが含
まれており、Blackmagic Design取扱販社で購入可能です。

UltraStudio 4K Extremeは、Blackmagic PCIe Cable Kitを使用するか、あるいはお近くのコン 
ピューター販売店で標準PCIeアダプターカードをご購入ください。

UltraStudio 4K ExtremeはPCIeポートを搭載しており、 
コンピューターにインストールした外部PCIeアダプターカードに接続できます。

コンピューターのPCIeジェネレーション2スロットにインストールされたPCIeアダプターカード。

PCIeケーブルのもう一方の端をコンピューター背面のPCIeポートに接続します。
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Desktop Videoソフトウェアのインストール
アプリケーション、プラグイン、ドライバー
Blackmagic Desktop Videoソフトウェアには、Desktop Videoハードウェアを使用するのに必要なドラ 
イバー、プラグイン、アプリケーションがすべて含まれています。以下のリストは、コンピューターにインス 
トールされるソフトウェア・アイテムの一覧です。

Mac OS Windows Linux

Blackmagic Desktop Video 
ドライバー

Blackmagic Desktop Video 
ドライバー

Blackmagic Desktop Video 
ドライバー

Blackmagic Desktop  
Video Setup

Blackmagic Desktop  
Video Setup

Blackmagic Desktop  
Video Setup

Blackmagic Design LiveKey Blackmagic Design LiveKey ‒

Blackmagic Media Express Blackmagic Media Express Blackmagic Media Express

Blackmagic QuickTime™ 

コーデック
Blackmagic AVI/QuickTime™ 

コーデック ‒

Blackmagic Disk Speed Test Blackmagic Disk Speed Test ‒

Adobe Premiere Pro CC、 
After Effects CC、Photoshop CC 
プリセットおよびプラグイン

Adobe Premiere Pro CC、 
After Effects CC、Photoshop CC
プリセットおよびプラグイン

‒

Final Cut Pro Xプラグイン ‒ ‒

Avid Media Composerプラグイン Avid Media Composerプラグイン ‒

自動アップデート
Desktop Videoソフトウェアをインストールしてコンピューターを再起動すると、Desktop Videoハード
ウェアの内部ソフトウェアをチェックします。コンピューターにインストールしたバージョンと一致しない
場合、アップデートするようメッセージが表示されます。「OK」をクリックしてアップデートを開始し、コ
ンピューターを再起動してアップデートを完了させます。

メモ アップデートが中断された後、DeckLinkカードが動作しない場合は、このマニュアルの
後半にある「アップデート中断からDeckLinkカードを復旧」セクションを参照してください。

以降の「はじめに」セクションで、Mac OS、Windows、LinuxへのDesktop Videoソフトウェアのインス
トールについて説明します。
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Mac OSにインストール
ソフトウェアをインストールする前に、管理者権限があることを確認してください。

1 最新のDesktop Videoドライバーインストーラーをwww.blackmagicdesign.com/jp/support
からダウンロードします。

2 Desktop Videoインストーラーを起動します。
3 「Continue」、「Agree」、「Install」ボタンをクリックして、ソフトウェアをインストールします。

初めてDesktop Videoをインストールする場合、追加で以下の手順を行う必要があります。
4 コンピューターを再起動して、新しいソフトウェアドライバーを有効にします。

MacのDesktop Videoインストーラー

初めてMac OSにインストールする
Macに初めてDesktop Videoをインストールする場合、インストールの際に、MacでDesktop Videoデバ
イスの使用を有効化する必要があります。

1 指示が出たら「Open Security Preferences」をクリックするか、「System Preferences」 
を開き「Security & Privacy」をクリックします。
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2 「Security & Privacy」で「Allow」をクリックして、Desktop Videoソフトウェアをコンピュータ
ーで有効にします。

Security & Privacyの「Allow」をクリックして、コンピューターで 
Desktop Videoソフトウェアを有効にします

3 再起動するよう指示が表示されるので「Not Now」をクリックします。

4 Desktop Videoインストーラーに戻り、「Restart」をクリックしてソフトウェアのインストールを
完了します。

M1 Macでシステムセキュリティポリシーをリセットする
Desktop Video 12.2以降、Macのシステムセキュリティポリシーとして「Reduced Security」を有効化する必
要がなくなりました。それ以前のバージョンのDesktop Videoをインストールする際に「Reduced Security」
を選択した場合は、M1 Macのセキュリティポリシーを「Full Security」にリセットすることを推奨します。

リセットするには以下の手順に従います：

1 「Loading Startup Options」と表示されるまで、電源ボタンを長押ししてコンピューターを起
動します。

はじめに 87



2 「Security Policy」をクリックします。
3 「Full Security」を選択します。
4 「OK」をクリックします。
5 セキュリティポリシーを適用している旨を示すメッセージが表示されます。メッセージが消えた

ら、コンピューターを通常通り再起動します。

Windowsにインストール 
1 最新のドライバーを使用しているかどうかをwww.blackmagicdesign.com/jp/supportで確認 

します。
2 「Desktop Video」フォルダーを開き、「Desktop Video」インストーラーを起動します。
3 システムにドライバーがインストールされます。「Do you want to allow the following program 

to install software on this computer?（次のプログラムにこのコンピューターへのソフトウェアの
インストールを許可しますか？）」という警告が表示されるので、「Yes」をクリックして続けます。

4 「Found new hardware（新しいデバイスが見つかりました）」というダイアログとハードウェア・
ウィザードが表示されます。「Install automatically（ドライバーを自動で検索してインストール）」 
を選択すると、必要なDesktop Videoドライバーをシステムが検出します。

5 すべてのドライバーがインストールされると、「Your new hardware is ready for use（デバイスの
使用準備が整いました）」というダイアログが表示されます。コンピューターを再起動して、新しい 
ソフトウェアドライバーを有効にします。

WindowsのDesktop Videoインストーラー

はじめに 88

http://www.blackmagicdesign.com/jp/support
http://www.blackmagicdesign.com/jp/support


Linuxにインストール
1 www.blackmagicdesign.com/jp/supportで最新のLinux用Desktop Videoソフトウェアをダ

ウンロードします。
2 Desktop Videoフォルダーを開き、使用するディストリビューションおよびアーキテクチャに必 

要なパッケージを選択します。「amd64」は、IntelとAMDの64-bitプロセッサーを指しています。 
パッケージは3種類あります：

 – Desktopvideoパッケージは、主要ドライバーとAPIライブラリを提供します。
 – Desktopvideo-guiパッケージは、Desktop Video Setupソフトウェアを提供します。
 – Mediaexpressパッケージは、シンプルなキャプチャー・再生ユーティリティを提供します。

3 インストールするパッケージをダブルクリックし、スクリーンに表示される指示に従います。依存 
関係に関するエラーメッセージ（Missing Dependencies）が表示される場合は、それらが先に
インストールされていることを確認してからDesktop Videoインストーラーを再起動します。

4 インストーラーの作業が終わったら、コンピューターを再起動してインストール処理を完了する
ことをお勧めします。

お使いのLinuxディストリビューション用のDesktop Videoのネイティブ・パッケージが見つからない場
合、またはコマンドラインを使用してインストールしたい場合は、ReadMeファイルを参照してインストール 
方法に関する詳細を確認してください。

Ubuntu Software Centerからのインストール準備が整ったDesktop Video

アップデート
セットアップソフトウェアをインストールしていない場合は、以下のBlackmagicFirmwareUpdaterコマン
ドラインツールを使用して、内部ソフトウェアが最新かどうか確認できます：

# BlackmagicFirmwareUpdater status

以下のようなメッセージが表示されます。

0: /dev/blackmagic/io0 [DeckLink SDI 4K] 0x73 OK

1: /dev/blackmagic/io1 [DeckLink 4K Extreme 12G] 0x0A PLEASE _ UPDATE

この例では、以下のコマンドで内部ソフトウェアをアップデートできます。

# BlackmagicFirmwareUpdater update 1

このコマンドの使用に関する詳細は、「man」ページで確認できます（例：内部ソフトウェアアップデート
コマンドに関する詳細については、「man BlackmagicFirmwareUpdater」と入力します）。

最初に必要な作業はこれだけです！Blackmagic Desktop Videoハードウェア/ソフトウェアをインストール 
できたので、ビデオのキャプチャー・再生を開始できます。
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ビデオのキャプチャー・再生 
Desktop Videoハードウェア/ソフトウェアをインストールしたら、すぐにクリップのキャプチャー・再生
を開始できます。まず、ビデオソースをDesktop Videoハードウェアの入力に接続し、モニターを出力に 
接続します。

キャプチャー・再生を迅速に開始するには、クリップをBlackmagic Media Expressでキャプチャーします。 
Blackmagic Media Expressは、Desktop Videoソフトウェアをインストールする際にコンピューターに
インストールされます。

セットアップ
1 モニターまたはテレビをBlackmagic Designビデオハードウェアのビデオ出力に接続します。
2 ビデオソースをBlackmagic Designビデオハードウェアの入力に接続します。

A B NTSC
PAL
Y

SDI OUT

HDMI OUT

REMOTE

SDI IN

ANALOG VIDEO IN

REF IN
CH 1 CH 2
ANALOG AUDIO IN

B-Y R-Y

SDI OUT

+ 12V 

SDI IN

REF IN
TC IN

Ultra Studio HD Mini

URSA Mini Pro

HDTV

モニターおよびビデオソースをBlackmagic Designビデオハードウェアに接続

ビデオのキャプチャーをテストする
1 Blackmagic Media Expressを起動します。「Log and Capture」タブをクリックします。 

入力ビデオフォーマットが自動的に検出され、それに合わせてMedia Expressがプロジェクト
ビデオフォーマットを設定します。Media Expressのプレビューウィンドウにビデオソースが表 
示されます。

2 「Log and Capture」ウィンドウの下にある「Capture」をクリックしてキャプチャーテストを行い
ます。もう一度「Capture」をクリックして、テストを終了します。キャプチャーされたクリップが、 
Media Expressの左側のメディアリストに追加されます。
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「Capture」ボタンをクリックしてキャプチャーを開始

ビデオの再生をテストする
1 「Playback」タブをクリックします。
2 テストクリップをダブルクリックします。ビデオとオーディオが、ハードウェアの出力に接続された 

モニターに送信されます。

Blackmagic Desktop Video Setup

Blackmagic Desktop Video Setupについて
Blackmagic Desktop Video Setupでは、主なハードウェア設定を調整できます。さらにリアルタイムの 
ステータス表示によって、ハードウェアの入出力に接続されたビデオを確認できます。

Blackmagic Desktop Video Setupを起動する：
 – Max OSでは、「環境設定」でBlackmagic Desktop Videoをクリックするか、あるいは「アプリ
ケーション」フォルダーから起動できます。

 – Windows 8では、「スタート」ページで「Blackmagic」と入力し、Blackmagic Desktop Video 
Setupアプリケーションをクリックします。Desktop Video Setupは、Windows 8の「コントロー
ルパネル」からも起動できます。

 – Windows 10では、「スタート」ボタンをクリックして「すべてのプログラム」>「Blackmagic 
Design」>「Desktop Video」の順に進み、Desktop Video Setupアプリケーションをクリック
します。Desktop Video Setupソフトウェアは、Windows 10の「コントロールパネル」からも起
動できます。

 – Linuxでは、「アプリケーション」から「サウンドとビデオ」に行き、「Blackmagic Desktop Setup」
アプリケーションをダブルクリックします。

Blackmagic Desktop Video Setupを起動するとホームページが開き、接続されているハードウェアおよび
ハードウェアの入出力に接続されたすべてのビデオに関する概要が表示されます。ビデオ信号を入力に送
信している場合、信号は自動的に検出され、「Video Input」アイコンの下にフォーマットが表示されます。

複数のBlackmagicキャプチャー・再生デバイスを接続している場合は、ホームページの両側にある矢印ボ
タンをクリックして表示デバイスを切り替えられます。設定作業を行うには、ハードウェアのイメージまた
はハードウェア名の下にある設定アイコンをクリックします。Desktop Video Setupは、選択されたハー 
ドウェアに関連する設定のみを表示します。したがって、設定項目を見つけるためにメニューページをス
クロールする必要はありません。
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Blackmagic Desktop Video Setupホームページ

このマニュアルの次のページ以降では、Blackmagic Desktop Setupを使用して設定を調整する方法を
説明します。

Blackmagic Desktop Video Setupを使用して、ビデオ/オーディオの入出力設定、 
キャプチャー・再生時のアップ/ダウンコンバージョンの適用、ドライバー情報の表示な
どが可能です。
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ビデオ設定
ビデオ入力（Video Input）
コネクターアイコンをクリックして、使用するBlackmagic Designハードウェアのビデオ入力を設定しま
す。表示されるのは、ハードウェアに搭載されているコネクターのみです。有効なビデオ信号が検出される
と、その入力とビデオフォーマットがBlackmagic Desktop Video Setupのホームページに表示されます。

アイコンをクリックしてビデオ出力接続を設定します。

XLRタイムコードを使用（Use XLR Timecode）
この設定を選択すると、SDIストリームではなくXLR入力からタイムコードを読み込みます。

チェックボックスを有効にして専用のXLR入力からタイムコードを読み込みます。

アナログビデオ入力レベル（Analog Video Input Levels）
ビデオ（Video）およびクロマ（Choroma）スライダーをドラッグして、コンポーネント/コンポジットビデ
オのアナログビデオ入力レベルを調整します。ビデオスライダーはルマゲインを調整し、クロマスライダー 
はカラーのサチュレーションを上下できます。コンポーネントビデオを使用している場合は、Cbおよび
Crの値を個別に調整できます。CbとCrを同時に調整したい場合は、リンクアイコンをクリックして連動 
させます。

ビデオ出力（Video Output）
ビデオフォーマットを選択し、ビデオ出力のその他の設定を調整します。

概要（General）
 � デフォルトビデオフォーマット（デフォルトビデオフォーマット（Default Video Standard））

Final Cut Pro Xのブロードキャストモニタリング機能を使用する場合は、Final Cut Pro Xの 
プロジェクトと一致する出力フォーマットを設定します。

 � 一時停止（一時停止（When Paused））
一時停止の際に、出力でフルフレームを表示（Display a full frame on video output）するか 
単一のフィールドを表示（Display a single field on video putput）するか選択します。
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 � ビデオ再生（ビデオ再生（Video Playback））
再生していない時に、フリーズフレームを表示（Display freeze frame when not playing）する
かブラックを表示（Display black output when not playing）するか選択します。

 � キャプチャー（キャプチャー（During Capture））
キャプチャー中に、ビデオ出力で再生ビデオを表示（Video output displays playback video）
するか入力ビデオを表示（Video output displays input video）するか選択します。再生ビデ
オを表示するオプションを選択している場合、「Video Playback」セクションで選択した内容
が出力で表示されます。入力ビデオを表示するオプションを選択している場合、入力ビデオが
出力で表示されます。

 � 再生（再生（During Playback））
Desktop Video製品の中には、Rec.601およびRec.709ビデオ出力を、テレビやビデオモニタ
ー用にRec.2020に変換できる製品もあります。ご使用のDesktop Video製品がこの機能に対
応している場合、Setup Utilityで「Rec.2020に変換（Convert to Rec. 2020）」を選択してく
ださい。ビデオがすでにRec.2020を使用している場合、あるいは正確に表示されている場合
は、「デフォルトの色域を維持（Keep default color gamut）」の設定のままにしてください。

一時停止、ビデオ再生、キャプチャーの際に出力で表示するものを選択します。

SDI出力（SDI Output）
 � カラースペース（カラースペース（Color Space））
変換するカラースペースを選択します。オプションは4:4:4:4 RGBビデオ、Y、Cb、Cr 4:2:2です。

 � 3G-SDIフォーマット（フォーマット（3G-SDI Formats））
3G-SDI信号をSMPTE Level Aダイレクトマッピングで出力（Are output as SAMPTE Level A）する
か、3Gb/s信号をLevel Bマッピングで出力（Are output as SAMPTE Level B）するか選択します。

 � 1080p HDおよびおよび2K2K（（1080p HD and 2K））
1080p HDおよび2Kを1080p プログレッシブビデオとして出力（Are output as 1080p progressive 
video）するか、プログレッシグ・セグメント・フレーム・ビデオとして出力（Are put put as 1080PsF 
segmented video）するか選択します。

SDI設定を使用してSDIビデオの出力をコントロール。
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 � SDIコンフィギュレーション（コンフィギュレーション（SDI Configuration））
3G/6G/12G-SDIの出力は、シングルリンク、デュアルリンク、クアッドリンクから選択できます。
プロ仕様のカラーグレーディング用モニターやプロジェクターの中には、2160p60やDCI 4Kな
どの高バンド幅にクアッドリンクが必要なものがあります。UltraStudio 4K Extremeはクアッド
リンク3G-SDIの出力に対応しています。DeckLink 4K Extreme 12Gでは、Quad SDIカードを
追加して対応できます。

3G/6G/12G-SDIのビデオ信号の出力を、シングルリンク、 
デュアルリンク、クアッドリンクから選択。

 � 8Kフォーマットフォーマット
8Kビデオは、クアッドリンクSDI経由で再生でき、クアッドリンクの出力フォーマットを選択できます。

2つの選択オプション：
スクエアディビジョン・クアッド分割（Square Division Quad Split）：8Kイメージを、2x2
のマルチビュー設定で4つのクアドラント4Kイメージとして分配します。各クアドラント4Kイメ
ージは、クアッドリンク接続のSDI経由で送信され、送信先で8Kイメージに再構築されます。
各出力を異なるディスプレイに送信し、Ultra HDモニターのビデオウォールを構築したい場合
もこのオプションを使用します。

サンプルインターリーブ（Sample Interleave）：単一の8Kイメージから交互のピクセルを4つの
4KイメージとしてクアッドリンクSDI経由で送信し、送信先で組み合わせることで完全な8Kイメー 
ジになります。このオプションでは、4つの出力のいずれかをダウンコンバート4Kイメージとし
ても使用できる利点があります。

Desktop Video機器を8K再生に使用する場合、 
クアッドリンクの8K出力オプションを設定。

アナログビデオ出力の設定（Set Analog Video Output）
使用するBlackmagic Designハードウェアに共用アナログビデオコネクターがある場合は、「Analog video 
output」のオプションを使用して、ビデオ出力をコンポーネント、コンポジット、Sビデオから選択できます。

HDMI 3D 出力（HDMI 3D Output） 
この設定では、HDMIモニタリングの3Dフォーマットを決定します。

 � Top and Bottom
左右のイメージを50%圧縮して縦方向に並べます。

 � Frame Packing
左右のイメージを圧縮なしで単一のフレームに結合します。

 � Side by Side
左右のイメージを50%圧縮して横方向に並べます。

 � Left Eye 
左目のイメージのみを表示します。

 � Line by Line
左右のイメージを圧縮なしで交互のラインに使用します。
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 � Right Eye 
右目のイメージのみを表示します。

HDMI 3D出力フォーマットを設定。

アナログビデオ出力レベル（Analog Video Input Levels）
ビデオ（Video）およびクロマ（Chroma）スライダーをドラッグして、コンポーネント/コンポジットビデオのア
ナログビデオ出力レベルを調整します。ビデオスライダーはルマゲインを調整し、クロマスライダーはカラーの
サチュレーションを上下できます。コンポーネントビデオを使用している場合は、CbおよびCrの値を個別に調
整できます。CbとCrを同時に調整したい場合は、リンクアイコンをクリックして連動させます。

ビデオスライダーを調整してコンポジットアナログビデオ出力レベルを設定します。 
CbおよびCrスライダーは、コンポーネントビデオを使用する際のカラーバランスを調整します。

 � Betacamレベルを使用（レベルを使用（Use Betacam Levels））
Blackmagic Design製品は、SMPTEコンポーネントアナログレベルを使用するため、多くの最
新型のビデオ機器と互換性があります。Sony Betacam SPデッキを使用する場合は、このチ
ェックボックスを有効にしてください。

 � NTSC IRE
アメリカやその他の国々で使用されるコンポジットビデオには7.5 IREを選択します。日本など
7.5 IREセットアップを使用しない国の場合は、0 IREを選択します。PALおよびHDフォーマット
では、この設定は使用しません。

Sony Betacam SPデッキを使用する場合は、「Use Betacam Levels」 
チェックボックスを有効にします。NTSCコンポジットビデオフォーマットを
使用する場合は、適切なNTSC IREレベルを選択します。

リファレンス入力（Reference Input）
このコントロールを使用して、ハードウェアのビデオ出力のタイミングをビデオリファレンス入力に対し
て調整します。この機能は、ビデオ出力のタイミングを正確に調整する必要がある大規模な放送局な
どでよく使用されます。リファレンスはサンプル単位で調整できるので、サンプルレベルで正確なタイミ
ングが得られます。

この設定を使用するよくある例のひとつに、スタジオや放送局のすべてのハードウェアに安定した共用
リファレンスを接続し、タイミング設定を行い、すべてのビデオ出力を完璧に一致させるケースがありま
す。これにより、ダウンストリームルーターまたはプロダクションスイッチャーに接続されたデバイス間
での切り替えが可能になり、スイッチングの際のあらゆるグリッチを排除できます。
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リファレンスにロックする場合は、この設定を調整してビデオ出力と 
リファレンス入力のタイミングを合わせます。

DeckLink Quad 2のコネクターマッピング
DeckLink Quad 2をコンピューターにインストールすると、8系統の独立したミニBNCコネクターを使用
してSDI信号を入出力できます。これにより、8台のキャプチャー・再生デバイスがあるかのように、1つの
製品で8系統のビデオ信号のキャプチャー・再生が可能になります。上記の理由により、DeckLink Quad 
2はDesktop Video Setup上で8個の独立したDeckLink Quadデバイスとして表示され、入出力のコンフィ 
ギュレーションを簡単に実行できます。各デバイスに名前を付けられるので、どのDeckLink Quadがど
のビデオ信号に使用されているかを簡単に把握できます。

SDIコネクターは、Desktop Video Setupの「Connetor Mapping」設定で各デバイスにマッピングで
きます。その際は、各コネクターは特定のデバイス専用であることを留意しておいてください。例えば、 
「SDI 1」はDeckLink Quad (1)専用で、「SDI 2」はDeckLink Quad (1)およびDeckLink Quad (5)専用
となっています。

DeckLink Quad 2をインストールすると、「Connector Mapping」設定で 
SDIコネクターを各DeckLink Quadデバイスに割り当てられます。

以下の表では、各SDIコネクター専用のDeckLink Quadデバイスを確認できます。また、マッピングのオ
プションもチェックできます。

マッピングオプション

DeckLink Quadデバイス 専用SDIコネクター
DeckLink Quad (1) SDI 1&2、SDI 1

DeckLink Quad (2) SDI 3&4、SDI 3

DeckLink Quad (3) SDI 5&6、SDI 5

DeckLink Quad (4) SDI 7&8、SDI 7

DeckLink Quad (5) SDI 2、なし

DeckLink Quad (6) SDI 4、なし

DeckLink Quad (7) SDI 6、なし

DeckLink Quad (8) SDI 8、なし

SDIコネクターを特定のデバイス用に設定すると、同じコネクターを共有しているデバイスにも影響しま
す。例えば、DeckLink Quad (1)を「SDI 1 & SDI 2」に設定すると、DeckLink Quad 5の設定は自動的に 
「なし（None）」になります。これは、DeckLink Quad 5が共有するSDIコネクターが使用されているた
めです。同様に、DeckLink Quad (5)を「SDI 2」に設定すると、DeckLink Quad (1)は自動的に「SDI 1
」に設定されます。他のデバイスの入出力を誤って中断してしまうことを避けるため、各デバイスで使用
しているSDI入出力を把握しておくことが重要です。
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作業のこつ すでにオリジナルモデルのDeckLink Quadをインストールしていて、カスタムデザ
インのSDKアプリケーションを使用している場合は、DeckLink Quad 2をインストール後にア
プリケーションに変更を加えなくても問題なく動作します。DeckLink Quad 2に追加搭載され
たマッピング機能を使用することで、既存のシステムにさらに多くの入出力を必要に応じて追 
加できます。

オーディオ設定
オーディオ入力（Audio Input）
コネクターアイコンをクリックして、使用するBlackmagic Designハードウェアのオーディオ入力を設定
します。オーディオ入力は以下から選択できます：

 � Embedded
オーディオチャンネルがビデオ信号の一部として含まれています。SDIおよびHDMIは、エンベ 
デッドオーディオの伝送に対応しています。

 � AES/EBU
単一のコネクターで2チャンネルのオーディオを伝送するデジタルオーディオ信号です。

 � XLR
プロ仕様のアナログオーディオ機器の多くに使用される3ピンオーディオコネクターです。

 � RCA/HIFI
HiFiシステム、DVDプレーヤー、テレビなど、民生用のオーディオ機器にアンバランスアナログ 
オーディオを接続する際に使用するコネクターです。

 � Microphone
マイクケーブルで給電するファンタム電源です。コンデンサーマイクを使用する際に必要です。

マイクにファンタム電源が必要な場合は、「Use +48V Phantom Power」オプションを有効
にします。使用するマイクにファンタム電源が必要かどうか分からない場合は、このチェック
ボックスをオフにしてください。電源内蔵型のマイクであった場合に損傷の原因となります。 
UltraStudio 4K Extremeでは、ファンタム電源がオンの場合にフロントパネルのLEDが点灯 
します。電源内蔵型のマイクを接続する場合は、ファンタム電源の接続を切ってから最低10秒お
いて、ファンタム電源を放電させてください。従来のリボン型のマイクやダイナミックマイクは、
ファンタム電源での使用には適しません。

コネクターアイコンをクリックして、オーディオ入力接続を設定します。

「Input Level」スライダーをドラッグして、マイクの入力レベルをコントロールします。
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HDMIオーディオ出力
この設定で、プロジェクトの5.1オーディオチャンネルを、HDMIモニタリング機器で使用しているコン
フィギュレーションに再マッピングできます。例えば、一部のホームシアターのオーディオビジュアル・
レシーバーは、サラウンドオーディオを特定のチャンネルにマッピングする必要があります。作業し
ているプロジェクトのサラウンドオーディオにSMPTE方式などの異なる順序を使用している場合、 
「5.1サラウンドチャンネル順を使用（Use 5.1 surround channel ordering）」チェックボックスを有効
にすると、HDMIのオーディオビジュアル・レシーバーと互換性が得られます。

「Use 5.1 surround channel ordering」を有効にすると、HDMIモニタリング機器と互換

AES/EBU
スライダーをドラッグして、AES/EBUオーディオ入出力のリファレンスレベル（ゲイン）を調整します。 
リセットアイコンを押すと、ゲインが0 dBにリセットされます。

「Output Level」スライダーをドラッグして、AES/EBUデジタル出力レベルを調整します。

アナログオーディオ入力レベル（Analog Audio Input Levels）
Channel 1/Channel 2
キャプチャー時のアナログオーディオ入力のゲインを調整します。リンクアイコンをクリックす
ると、両方のチャンネルを同時に調整できます。

HiFiオーディオレベルの使用（Use HiFi Audio Levels）
UltraStudioおよびDeckLinkモデルでは、XLR端子のプロ仕様アナログオーディオレベルが標準
になっています。プロ仕様と民生用の機器ではオーディオレベルが異なるため、XLRコネクター
に民生用オーディオ機器を接続する場合は、必ず「Use HiFi Audio Levels」を有効にしてくだ
さい。また、RCA-XLRアダプターを使用する必要があります。

入力チャンネルスライダーを調整して、アナログオーディオ入力レベルをコ
ントロールします。民生用オーディオ機器を接続する場合は、「Use HiFi 
Audio Levels」チェックボックスを有効にします。
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アナログオーディオ出力レベル（Analog Audio Output Levels）
Channel 1/Channel 2
ビデオ再生時のアナログオーディオ出力のオーディオ信号強度（ゲイン）を調整します。リンク
アイコンをクリックすると、両方のチャンネルを同時に調整できます。

リセットアイコン
スライダーでの調整をキャンセルしたい場合、リセットアイコンは円状の矢印で、各設定のタイトルバー
の右側にあります。各設定のリセットアイコンを押すと、ゲインスライダーが0 dBに戻ります。

コンバージョン設定
入力コンバージョン（Input Conversion）
キャプチャー中のリアルタイム・アップ/ダウンコンバージョンを有効にします。「Input conversion」ドロ
ップダウンメニューでコンバージョンを選択します。

入力コンバージョンでは最大2フレームの遅延が生じるため、フレーム単位の精度を得るには編集ソフト
ウェアのタイムコードオフセットを調整する必要があります。

表示方法（Display As）
変換したビデオの表示方法を選択します。入力ビデオのアスペクト比に応じて、レターボック
ス、アナモルフィック、センターカット、ピラーボックス、16:9ズーム、14:9ズームなどのオプショ
ンから選択します。

出力コンバージョン（Output Conversion）
再生中のリアルタイム・アップ/ダウンコンバージョンを有効にします。ドロップダウンメニューでコンバー
ジョンを選択します。

出力コンバージョンでは最大2フレームの遅延が生じるため、フレーム単位の精度を得るには編集ソフト
ウェアのタイムコードオフセットを調整する必要があります。

アナログ出力のコンバージョン（Convert Analog Outputs）
このチェックボックスを有効にすると、アナログビデオ出力でも変換を実行します。

表示方法（Display As）
変換したビデオの表示方法を選択します。ビデオのアスペクト比に応じて、レターボックス、ア
ナモルフィック、センターカット、ピラーボックス、16:9ズーム、14:9ズームなどのオプションか
ら選択します。

アップ/ダウンコンバージョンの設定では、それぞれのドロップダウンメニ
ューで入力/出力コンバージョンおよびアスペクト比を選択します。設定を
適用するために、必ず「Save」をクリックしてください。
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以下の表は、コンバージョン時に使用できるアスペクト比の概要です。

ダウン 
コンバージョン

ソース 
イメージ

変換後の 
イメージ

レターボックス 16:9 HDイメージ全体を4:3 SDフレームにスケー
リングし、上下にブラックバーを表示します。

アナモルフィック 16:9 HDイメージを水平方向に圧縮して4:3 SDフ
レームにします。

センターカット
16:9 HDイメージから4:3 SDフレームを切り取りま
す。このアスペクト比設定では、16:9イメージの両
側部分は破棄されます。

ピラーボックス 4:3 SDイメージを16:9 HDフレームの内側に表示
します。両側にはブラックバーが表示されます。

16:9 ズーム 4:3 SDイメージをスケーリングして16:9 HDフレー
ムを埋めます。

14:9 ズーム
「Pillarbox」と「16:9 Zoom」の間です。 
最小限のブラックバーを表示し、上下を 
わずかにクロップします。

About（この製品に関して）
ドライバー（Driver）
Blackmagic Desktop Video Setupの「About」ページでは、ハードウェアの現在のドライバーおよびハ
ードウェアを最後にアップデートした日付を確認できます。

作業のこつ Status Reportの「Create」ボタンをクリックしてステータスリポートを生成すれ
ば、入出力リファレンスで検出されたビデオフォーマット、カラースペース、カラーサンプリン
グおよびビット深度、ドライバー情報、オペレーティングシステムおよびハードウェア情報など
の技術情報を含むファイルを保存できます。このリポートは、テクニカルサポートチームに連
絡する場合に役立ちます。このファイルはサイズが小さいため、メールで簡単に送信できます。

製品情報（Product Notes）
お使いのBlackmagic Design製品の名前を変えると、Desktop Video Setupソフトウェアで各ユニット
を識別でき、使用されている場所と用途を把握できます。この機能は、1つのネットワーク上の異なる場
所で同じハードウェアを複数使用している場合に便利です。また、目的に応じた名前を付けると管理が
容易になります（例：編集室1、カラー室2など）。

「Label」欄に入力されたハードウェア名は、Blackmagic Desktop Video Setupのホームページに保存 
され、ハードウェアのイメージ下に表示されます。
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さらにハードウェアのシリアルナンバー、ハードウェアの購入元・購入日、販売元の連絡先など、後に必
要となる可能性のある重要な情報も入力できます。

「About」セクションでは、ドライバーのバージョン、ユーザー 
マニュアル、リリースノートなどの大切な情報が確認できます。 
また、ステータスリポートの生成やハードウェア製品情報の入力も可能です。

Teranex Mini Smart Panel

Teranex Mini Smart Panelの装着
Blackmagic UltraStudio HD Miniは、小型のキャプチャー・再生ソリューションで、Teranex Miniコン
バーターやHyperDeck Studio Miniデッキなど、その他のBlackmagic製品と同じ形状です。これらの
製品は、可搬性に優れたモジュラー設計になっており、ロケ撮影に携帯したり、デスクにマウントした
り、Teranex Mini Rack Shelfに設置して使用できます。Teranex Mini Rack Shelfを使用すれば、機材
をラックにマウントできます。

オプションのTeranex Mini Smart PanelをUltraStudio HD Miniに装着すると、再生およびキャプチャー 
中に、ユニットのフロント部で直接ビデオ/オーディオを確認できます。

Teranex Mini Smart Panelの内蔵LCDは、入力イメージを表示します。また、オーディオメーターでオー 
ディオレベルの確認もできます。

Teranex Mini Smart Panelはホットスワップに対応しているので、インストールする際にBlackmagic 
UltraStudio HD Miniの電源をオフにする必要はありません。

1 ポジドライブ2ドライバーを使用して、Blackmagic UltraStudio HD Miniのオリジナルフロント 
パネルの両側面に2つずつあるM3ネジを取り外し、ユニット前面からパネルをゆっくりと外し 
ます。
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2 オリジナルパネルの内側の下隅に透明のプラスチックチューブが付いています。この部品は、ユニ
ット内部のLEDからの光がオリジナルパネルのステータスインジケーターを照らすようにするもの
です。この部品はオリジナルパネルから外さないでください。

作業のこつ オリジナルのベーシックパネルを再度取り付ける場合は、ライトチューブ
がユニット前面のスロットと揃うようにしてください。

3 Teranex Mini Smart Panelの背面のコネクターとUltraStudio HD Miniの前面のコネクターを合わ
せ、Smart Panelをユニットに向かってコネクターが固定されるまでゆっくりと押します。UltraStudio 
HD Miniの前面にTeranex Mini Smart Panelがきれいに収まります。

4 オリジナルパネルで使用していたM3ネジでSmart Panelを固定します。

1

2

SET

VIDEO

MENU

AUDIO

Teranex Mini Smart PanelをBlackmagic UltraStudio HD Miniにインストールする際は、 
Smart Panel背面のコネクターに沿ってパネルを持ってください。正しい位置に取り付けやすくなります。

UltraStudio HD MiniをTeranex Mini Rack Shelfに取り付けている場合、ネジを取り外すにはユニット
をラックから取り外す必要があります。

詳細は「Teranex Mini Rack Shelf」セクションを参照してください。

オリジナルのベーシックパネルはとても頑丈です。Blackmagic UltraStudio HD Miniをラックシステム
の後ろやケーブルやアクセスの多い場所にマウントしたい場合は、オリジナルのベーシックパネルにい
つでも付け替えられます。
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Smart Panelの機能
LCDディスプレイ
ホームスクリーンは、Teranex Mini Smart PanelのLCDディスプレイに最初に表示される画面です。 
ホームスクリーンには以下の情報が表示されます：

バッファー ‒ キャプチャー中にデバイス上で
バッファリング可能なフレーム数、 
あるいは再生中にデバイス上でバッファリン
グされたフレーム数。

ソース ‒ ビデオ入力ソース
の種類。SDI、YCbCr、あ
るいはNTSC/PAL。

1 MENU

2 VIDEO

SET AUDIO

Source

YCbCr
Video Format

525i59.94 NTSC
Buffer

55 fr

ビデオモニター ‒ UltraStudio HD Miniに
接続された入力ビデオソースを表示。

オーディオメーター ‒ UltraStudio 
HD Miniに接続されたビデオソース 
のオーディオレベルを表示。

1 MENU

2 VIDEO

SET AUDIO

Source

YCbCr
Video Format

525i59.94 NTSC
Buffer

55 fr

ビデオフォーマット ‒ キャプチャー/ 
再生中のビデオフォーマット。

Teranex Mini Rack Shelf
Blackmagic UltraStudio HD MiniをBlackmagic ATEM Television Studio HDやBlackmagic Teranex 
Miniコンバーターなどの他の機器と使用する場合、Teranex Mini Rack Shelfを使用してユニットを放送
ラックやロードケースに収納できます。1UサイズのTeranex Mini Rack Shelfは、3台までのTeranex Mini
サイズの製品を収納できます。

UltraStudio HD MiniはTeranex Mini Rack Shelfに設置できます。ユニットのゴム製の滑り止め（付い
ている場合）を外し、底のマウントホールを使ってRack Shelfの底にユニットをネジで取り付けます。

UltraStudio HD Mini

Teranex Mini Rack Shelfには、オリジナルのカバーパネルが2つ含まれているので、複数のユニットを設置 
する必要がない場合でも、ラックの隙間を埋めることができます。

詳細は、Blackmagic Designウェブサイトwww.blackmagicdesign.com/jpを参照してください。
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UltraStudio 4K Miniのフロントパネルの使用
UltraStudio 4K Miniでは、Desktop Video Setup Utilityで変更できるほぼすべての設定は、フロントパ
ネルのLCDメニューからもアクセスできます。設定をナビゲートするには「MENU」ボタンを押してメニ
ューを開き、設定ノブを使ってオプションをスクロールします。サブメニューへ行って設定を確定するに
は、「SET」ボンを押します。

メニューから出るには「MENU」ボタンを押してメニューを遡り、ホームスクリーン画面に戻ります。

作業のこつ 「VIDEO」あるいは「AUDIO」ボタンを押すと、ビデオ/オーディオ設定に直接進
めます。目的の設定に直接アクセスでき、設定リストをスクロールする必要がないので、時間
を節約できます。

Audio Meters

VU (-18dBFS)

VU (-20dBFS)

PPM (-18dBFS)

PPM (-20dBFS)

UltraStudio 4K MiniのフロントパネルのLCDメニューを使って設定を変更

オーディオ設定（AUDIO）
UltraStudio 4K MiniのLCDメニューには、追加のオーディオ設定があります。これらの設定では、キャプ
チャー・再生中にLCDに表示されるオーディオメーターの種類を変更できます。2つのオーディオメータ
ーの種類はVUとPPMです。

VU
VU（ボリューム・ユニット）メーターは、オーディオ信号の短いピークおよびボトムの平均値を
表示します。VUメーターを使用している場合は、メーターのピーク値をオーディオメーターの
0dBインジケーターに合わせてソースの出力レベルを調整します。これによりSN比が最大化さ
れ、最高品質のオーディオが確実に得られます。ピーク値が0dBを超えると、音の歪みが発生
するリスクが高くなります。UltraStudio 4K Miniのアナログオーディオ入力を使用している場
合、入力レベルは、LCDメニューあるいはSetup Utilityで調整できます。

PPM
PPM（ピーク・プログラム）メーターは、「ピークホールド」機能に対応しています。この機能で
は、信号のピーク値の表示が一時的に保持され、その後ゆっくりと戻るため、オーディオのピ
ーク値が簡単に確認できます。

VUおよびPPMメーターは、どちらもリファレンスレベルを-18dBまたは-20dBから選択できるた
め、様々な国際放送基準に合わせたオーディオモニタリングが可能です。

SDカードスロット
UltraStudio 4K MiniのフロントパネルにはSDカードスロットが付いており、ユニットがMac/Windows
コンピューターに接続されている際に、ファイルを読み込み/書き込みできます。このスロットは、一般
的なSDカードのリーダー/ライターと同様に使用でき、コンピューターは別ドライブとして検出します。
つまり、カメラのSDカードからクリップをすばやく読み込んだり、あるいはポータブルメディアにクリッ
プをキャプチャーするようMedia Expressを設定できます。
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DaVinci Resolve

DaVinci Resolveのライブグレーディング
Desktop Video 10は、Blackmagic Design 4Kおよび8Kハードウェアの同時キャプチャー・再生をサポー 
トしています。入力・出力にそれぞれ別のデバイスを使用する必要がないため、DaVinci Resolveでライ
ブグレーディング機能を使用するユーザーにとって非常に便利です。

オンセットでライブグレーディング機能を使用する場合は、カメラの出力をBlackmagic Designハードウェ 
アの入力に接続します。さらにBlackmagicハードウェアの出力をオンセット・モニターに接続して、グレ
ーディングの評価と確認が可能です。

セットアップ
1 DaVinci Resolveを起動します。環境設定メニューから「ビデオ&オーディオI/O」タブを選択し、

「Resolve Live用」オプションでハードウェアを選択します。設定を保存し、DaVinci Resolveを
再起動して変更を適用します。

2 プロジェクトを開始し、プロジェクト設定ウィンドウを開きます。「マスター設定」タブで、使用す
るカメラに合わせてタイムライン解像度とフレームレートを設定します。

3 「キャプチャー・再生」タブへ行き、「ビデオのキャプチャー・再生」メニューからフォーマットを
選択します。

「ビデオキャプチャーと再生」メニューでフォーマットを選択

4 エディットページで、「ファイル」＞「新規タイムライン」を選択します。
5 カラーページで、「カラー」メニューをクリックし、「Resolve Live」＞「オン」を選択します。ビュ

ーアにライブビデオが表示され、「Resolve Live」ボタン（明るい赤色のボタン）がビデオ上部に
表示されます。
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Resolve Liveの使用
1 Resolve Liveモードでは、「フリーズ」ボタン（雪の結晶のアイコン）で現在受信中のビデオフレ

ームをフリーズできるため、撮影中に生じる動きに気を取られることなくグレーディングが行え
ます。調整が済んだら、スナップショットの取り込みに備えて再生を再開できます。

2 満足できるグレーディングが得られたら、「スナップショット」ボタン（カメラのアイコン）をクリッ 
クすると、現在ビューアに表示されているスチルのスナップショット、受信タイムコードの値、 
作成したグレーディングをタイムラインに保存できます。スナップショットは、ワンフレームの
クリップです。スナップショットを保存した後、雪の結晶のアイコンを押すと再生が再開され、 
次にグレーディングするショットに進めます。

作業のこつ Resolve Liveについての詳しい説明は、DaVinci Resolveマニュアルを参照してくだ
さい。

DaVinci Resolveの編集
Blackmagic DaVinci Resolveは、プロジェクトの編集・フィニッシングに必要なすべてのツールを搭載
するエディターフレンドリーなインターフェースを採用しています。クリップをマウスでドラッグ＆ドロッ
プしたり、キーボードで正確な編集を行ったりなど、DaVinci Resolveはプロのエディターが求めるすべ
ての機能を搭載しています。

セットアップ
1 DaVinci Resolveを起動します。「環境設定」メニューで「ビデオ&オーディオI/O」タブを選択

し、さらに「キャプチャー・再生用」で使用するBlackmagic Designハードウェアを選択します。 
設定を保存し、DaVinci Resolveを再起動して変更を適用します。

2 プロジェクトをロードし、「ファイル」メニューから「プロジェクト設定」を開きます。さらに「マス
ター設定」で、「タイムライン解像度」、「タイムラインフレームレート」、「再生フレームレート」
を設定します。

3 「ビデオモニタリング」セクションで、「ビデオフォーマット」を設定します。Blackmagic Desktop 
Video Setupは、選択したフォーマットに自動的に変更し、Blackmagicビデオハードウェアに出力
します。

4 「保存」ボタンを押して変更を保存し、プロジェクト設定ウィンドウを閉じます。
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プロジェクト設定ウィンドウを使用して、タイムライン 
フォーマットとビデオモニタリングオプションを設定します。

編集
1 メディアページのメディアストレージブラウザを使用して、メディアプールにクリップをロードします。
2 エディットページで「ファイル」＞「新規タイムライン」を選択し、タイムラインに名前を付けて 

「作成」ボタンをクリックします。
3 これで、左側にあるソースビューアに、メディアプールからクリップをドラッグできます。
4 「I」および「O」キーを使用して、ソースクリップのイン点/アウト点を設定し、ビューアウィンドウ

の下にあるバーで、再生ヘッドをドラッグします。
5 クリップをタイムラインに編集するには、ソースビューアからタイムラインにクリップをドラッグ＆ 

ドロップします。

作業のこつ DaVinci Resolveの編集に関する詳細は、BlackmagicのDaVinci Resolveマニュア
ルを参照してください。
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お気に入りのサードパーティ製ソフトウェア
の使用
Adobe After Effects CC

After Effects CC

ビデオの再生方法
Blackmagic Designハードウェアを使用して合成をリアルタイムで表示するには、「Preferences」＞
「Video Preview」を選択します。After E!ects CCでBlackmagic Designハードウェアを使用するには、
「Enable Mercury Transmit」を有効にする必要があります。「Video Device」メニューで、「Blackmagic 
Playback」を選択します。After E!ects CCの合成が、正しいビデオカラースペースで放送用モニターに
表示されます。

環境設定の「ビデオプレビュー」画面

サポートされていないフレームサイズや非標準フレームサイズを使用している場合でも、Blackmagic 
Designハードウェアから正しく出力できます。「Preferences」＞「Video Preview」に行き、「Blackmagic 
Playback」の隣の「Setup」ボタンをクリックします。「Blackmagic Device Selection」ウィンドウが表示さ
れます。ハードウェアがサポートしている最も近いビデオフォーマットに合わせて、イメージをアップ/ダウ
ンスケールできます。例えば、UltraStudio 4Kを使用していて、After E!ectsの合成が解像度2048 x 1152
に設定されている場合、スケールダウンしてDCI 2K、またはスケールアップしてUltra HDを出力できます。
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レンダリング
合成作業が終わったら、DPXイメージシーケンスまたは以下のコーデックでレンダリングできます：

レンダリングの「Output Module Settings」オプション

Mac OSのQuickTimeコーデック
 � Blackmagic RGB 10-bit（非圧縮）
 � Apple非圧縮YUV 10-bit 4:2:2
 � Apple非圧縮YUV 8-bit 4:2:2
 � Apple Photo - JPEG（非圧縮）
 � Apple DV - NTSC（圧縮）
 � Apple DV - PAL（圧縮）

ProResやDVCPRO HDなどのコーデックは、Final Cut Proがインストールされている場合に利用可能です。

WindowsのAVIコーデック
 � Blackmagic 10-bit 4:4:4（非圧縮）
 � Blackmagic 10-bit 4:2:2（非圧縮）
 � Blackmagic 8-bit 4:2:2（非圧縮）
 � Blackmagic 8-bit 4:2:2（非圧縮）
 � Blackmagic 8-bit MJPEG（圧縮）

DVCPRO HDやDVCPRO50などのコーデックは、Premiere Pro CCがインストールされている場合に 
利用可能です。
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WindowsのQuickTimeコーデック
 � Blackmagic RGB 10-bit（非圧縮）
 � Blackmagic 10-bit（非圧縮）
 � Blackmagic 8-bit（非圧縮）
 � Apple Photo - JPEG（圧縮）
 � Apple DV - NTSC（圧縮）
 � Apple DV - PAL（圧縮）

Adobe Photoshop CC

Photoshop CC

ビデオフレームの読み込み/書き出し
Photoshop CCにイメージを読み込む

1 「File」＞「Import」＞「Blackmagic Image Import」を選択します。
2 「Video Input Format」と「Image Bit Depth」を選択し、「Import Image」をクリックします。

イメージキャプチャー

Photoshop CCでイメージを書き出す
1 「File」＞「Export」＞「Blackmagic Image Export」を選択します。
2 「Video Output Format」を選択し、「Export Image」をクリックします。

イメージの書き出し
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一度「Import」または「Export」の設定が完了すると、それ以降の読み込み/書き出しでは設定ウィンド
ウは表示されません。設定を変更したい場合は、Macでは「Option」、Windowsでは「Ctrl」を押しなが
ら読み込み/書き出しを選択します。

Adobe Premiere Pro CC

Premiere Pro CC

Blackmagic Designプロジェクトをセットアップする
1 Premiere Proを開き、「New Project」をクリックします。プロジェクト名を入力し、保存場所を

選択します。
2 使用しているグラフィックカードがPremiere Pro CCのMercury Playback Engineでサポート

されている場合、「Renderer」の選択が可能になるので「Mercury Playback Engine - GPU 
Acceleration」に切り替えます。

3 「Capture Format」のドロップダウンメニューで「Blackmagic Capture」を選択します。Macでは
「Settings」、Windowsでは「Properties」ボタンをクリックして、ビデオ/オーディオのキャプチャ
ー設定を設定します。ビデオ規格（Video Standard）とビデオ形式（Video Format）を選択しま
す。「OK」を押すと「New Project」ウィンドウに戻ります。

4 「Scratch Disks」タブをクリックして、キャプチャーしたビデオ、キャプチャーしたオーディオ、
ビデオ/オーディオプレビューの場所を設定します。「OK」をクリックすると、新しいプロジェク
トが開きます。

5 デフォルトシステムのオーディオがBlackmagic Desktop Videoに設定されていないことを確認
します。
Mac OSでは、「System Preferences」を開き、「Sound」オプションをクリックして、出力タブで
Blackmagicデバイスが選択されていないことを確認します。入力タブではマイク入力を選択し、 
Blackmagic製品が選択されていないことを確認します。

Windowsでは、タスクバーのオーディオスピーカーアイコンを右クリックし、サウンド設定を開き
ます。「Playback」タブをクリックして、Blackmagic Designハードウェア以外のオンボードのサ
ウンドハードウェアまたはサウンド出力デバイスを使用するよう設定します。「Recording」タブを
クリックして、Blackmagic Designハードウェア以外の録音デバイスを使用するよう設定します。

6 Adobe Premiere Proに戻り、「Preferences」メニューをクリックして、「Audio Hardware」を
選択します。ドロップダウンメニューで、「Default Output」を「Built- in Output」に設定します。 
「Output Mapping」で、「Map Output for」を「Adobe Desktop Audio」に設定します。
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Adobe Premiere Proのオーディオハードウェアの環境設定を設定する際は、 
デフォルトのオーディオ出力と出力マッピング設定が「Built-in Output」に 
設定されていることを確認します。

7 「Preferences」の「Playback」メニューで、「Audio Device」のドロップダウンメニューから、
「Blackmagic Playback」を選択し、「Video Device」の「Blackmagic Playback」にチェック
を入れます。「OK」を押します。

Adobe Premiere Proの「Playback」オーディオデバイスを「Blackmagic 
Playback」に設定し、「Video Device」設定の「Blackmagic Playback」 
チェックボックスが選択されているか確認します。

8 新規シーケンスを作成するには、「File」＞「New」＞「Sequence」を選択します。使用するプリ
セットを選択し、シーケンスに名前をつけて「OK」をクリックします。
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Blackmagic Designプリセットから新規シーケンスを作成

デバイスコントロール
Blackmagic Designのキャプチャー・再生機器の多くがRS-422デバイスコントロールに対応しており、
デッキのコントロールが可能です。「Preferences」＞「Device Control」へ進み、デバイスメニューで
「Blackmagic Device Control」が選択されていることを確認してください。「OK」をクリックします。

再生
ビデオとオーディオがBlackmagic Designデバイスから再生されていることを確認するには、
「Preferences」＞「Playback」を選択し、再生設定を確認してください。オーディオデバイスとビ
デオデバイスの両方のメニューに「Blackmagic Playback」を選択します。サポートされていない
フレームサイズや非標準フレームサイズを使用している場合でも、Blackmagic Designハードウ
ェアから正しく出力できます。「Preferences」＞「Playback」に行き、「Blackmagic Playback」
の隣の「Setup」ボタンをクリックします。「Blackmagic Device Selection」ウィンドウが表示され
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ます。ハードウェアがサポートしている最も近いビデオフォーマットに合わせて、イメージをアッ 
プ/ダウンスケールできます。例えば、UltraStudio 4Kを使用していて、Premireのシーケンスが解像度
3996 x 2160に設定されている場合、スケールダウンしてUltra HD、またはスケールアップしてDCI 4K
を出力できます。

オプションを選択してサポートされていないフレームサイズを出力

Desktop VideoデバイスがHDRをサポートしている場合は、色域および伝送方法をHDRプロジェクト用
に設定することも可能です。これらの設定にはRec.2020用のHLGとPQが含まれます。HDRマスタリング
ディスプレイの設定は、使用するモニターやテレビが表示できる値にする必要があります。

キャプチャー
キャプチャーを行うには、
「File」 ＞ 「Capture [F5]」の順に選択します

テープ/クリップ名を入力します。

キャプチャーウィンドウでキャプチャーおよびデバイスコントロール設定を設定

すぐにキャプチャーする、またはコントロールできないデバイスからキャプチャーする場合は、キャプチ
ャーボタン（赤いボタン）をクリックします。

RS-422デッキコントロールを使用してクリップをログしたい場合は、「Set In」または「Set Out」ボタンを使 
用して、イン/アウト点を入力します。または、タイムコードを直接入力して、「Log Clip」をクリックしま
す。クリップ名を入力して「OK」を押します。「Project」ウィンドウに空のクリップが表示されます。この
作業を続け、バッチキャプチャーしたいすべてのクリップをログします。

この作業が終わったら、「File」>「Batch Capture [F6]」を選択します。クリップの予備フレーム（ハンド
ル）を設定するには、「予備フレームを含めてキャプチャ」を有効にし、各クリップの開始/終了点に追加
するフレームの数を入力して「OK」をクリックします。テープを入れるよう指示が表示されます。「OK」
をクリックするとクリップがキャプチャーされます。
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テープへ書き出し 
編集を外部デッキに書き出したい場合は、Premiere Proの「Edit to Tape」機能を使用します。書き出しの 
種類をインサートまたはアッセンブルから選択します。インサート編集を行うには、プロジェクト全体をカバ
ーする連続したタイムコードが必要です。これはテープに記録されます。インサート編集は既存のテープの特
定のショットを置き換えたい場合に最適なソリューションです。アッセンブル編集モードでは、シーケンスの
開始タイムコードまでをブラックにする必要があります。アッセンブル編集では、記録ヘッドに先行してテー 
プが消去されるため、テープ上にあるプロジェクトの終了点より後に他のプロジェクトが記録してある場
合は、この編集を行うべきではありません。

編集を外部デッキに書き出したい場合は、Premiereの「Export to Tape」 
機能を使用します。

作業のこつ アッセンブル編集でテープに書き出しする場合、シーケンスの最後に常に30秒以
上のブラックを追加することを推奨します。これはテープのポストロールに役立ち、フッテー
ジの後に不要なメディアが表示されることを防ぎます。

RS-422デッキコントロールでテープへ書き出し：
1 Adobe Premiere Proの環境設定が、このセクションの「Blackmagic Designプロジェクトをセッ

トアップ」に記載されている通りに正確に設定されていることを確認します。
2 Premiere Proで「File」＞「Export」＞「Tape (Serial Device)」を選択し、「Edit to Tape」ウィ

ンドウを開きます。「Recorder Settings」をクリックし、ドロップダウンメニューで「Blackmagic 
Capture」を選択して「Settings」をクリックします。「Video Standard」、「Video Format」そして
「Audio Settings」を選択します。「OK」をクリックします。キャプチャーフォーマットと出力フォー 
マットが一致していないと、プリロール中にデッキに問題が生じ、オーディオの書き出しが行わ
れない原因となります。

3 ドロップダウンメニューで「Assemble」または「Insert」から書き出しの種類を選択し、イン点の
タイムコードを入力して「Record」をクリックします。

テープへの編集を行う際、Adobe® Premiere Pro® CCは、事前に設定したタイムコードからデッキが録
画を開始するまでプロジェクトの最初のフレームで待ちます。テープへの編集過程において、プログラム
の最初のフレームがリピートまたは消失してしまう場合は、再生オフセットを調整してデッキとコンピュー 
ターを同期させる必要があります。この作業は一度行えば、あらゆるデッキとコンピューターの組み合わ
せにおいて正しい設定が保持されます。サウンド設定は、「Export to tape」機能を使用する場合のみ変
更が必要です。ワークフローに影響が生じるため、必ずコンピューターのサウンド設定画面に戻り、設定
を元の状態に戻してください。
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Adobe Character Animator CC
いくつかのDesktop Videoキャプチャー・再生デバイスは、 Adobe Character Animator CCで作成した 
グラフィックを、コンフィデンスモニターなどの他のビデオ機器に接続できます。例えば、ビデオ編集で 
バーチャルキャラクターを使用し、そのパフォーマンスをリアルタイムでモニタリングしたい場合などです。

このセクションでは、Adobe Character Animator CCの出力オプションの設定方法を説明します。

1 Adobe Character Animatorで、「Character」＞「Preferences」＞「Live Output」を選択します。
2 「enable Mercury transmit and syphon」がチェックされていることを確認します。
3 「Blackmagic playback」がチェックされていることを確認します。
4 「Blackmagic playback」の隣にある「setup」を選択します。
5 「output mode」のドロップダウンメニューで、以下のオプションからモードを選択します。

再生（Playback）
Adobe Character Animator CCから信号を直接出力します。キーイングは行いません。

内部キー（Internal Keying）
このオプションでは、使用しているDesktop Videoデバイスの内部キーヤーを使用して、アニメーショ
ンキャラクターを他のビデオソースにスーパーインポーズします。例えば、ニュース関連のロケ映像のバ 
ックグラウンドにキャラクターをスーパーインポーズして、ライブインタビューを行うことが可能です。他
の使用方法としては、キャラクターをロゴやウォーターマークのように放送用フィードの下隅にスーパー
インポーズして、放送されているコンテンツに対するリアクションを取らせることもできます。

フィル＆キー（Fill/Key）
ATEMスイッチャーなど、外部スイッチャーを使用してキーイングを行いたい場合は、出力モードを
「Fill/Key」に設定します。フィル信号はアニメーションキャラクターで、キー信号はキーヤーにキャ
ラクターのスペースを透過させるよう指示するグレースケールマスクです。これにより、キーヤーは 
バックグラウンドにキャラクターをスーパーインポーズできます。
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Final Cut Pro X
Final Cut Pro XのA/V出力オプションを使用すると、Blackmagic Designのビデオハードウェア経由で 
ビデオを出力できます。Desktop VideoデバイスがHDRに対応している場合は、互換性のあるテレビやモニ 
ターを使用して、広色域のHDRビデオを表示・編集できます。

Final Cut Pro X

Final Cut Pro Xのセットアップ
1 最新バージョンのMac OSで、10.0.4以降のFinal Cut Pro Xを起動します。
2 Blackmagic Desktop Video Setupを開きます。「Video standard」ドロップダウンメニューをク

リックし、Final Cut Pro Xプロジェクトで使用するのと同じフォーマット（例：HD 1080p29.97） 
に設定します。このフォーマットは、使用するクリップのビデオフォーマットと同じものに設定しま
す。「Video standard」メニューの設定によって、モニタリングビデオ出力モードも決定されます。

Final Cut Pro Xのプロジェクトと一致する出力フォーマットを設定します。

3 「Pixel format」ドロップダウンメニューをクリックし、使用するテレビや外部モニターが対応でき
るフォーマットに一致するよう設定します。 例えば、HDRの広色域を扱う場合は、モニターの互換
性要件に応じて「10-bit YUV 4:2:2」または「10-bit RGB 4:4:4」を選択します。

4 「Color Gamut」ドロップダウンメニューをクリックし、標準的なダイナミックレンジのSDまたは
HDプロジェクトの場合は「Rec. 601/Rec. 709」を選択します。Desktop VideoデバイスがHDR
に対応しており、4KまたはHDRのプロジェクトを編集する場合は「Rec. 2020」を選択します。4K
かつHDRのプロジェクトの場合は、「Rec. 2020 HLG」または「Rec. 2020 PQ」を選択します。 
この設定は、使用するテレビやモニターが表示可能なフォーマットにする必要があります。

Desktop Video Setupを使用して出力ディスプレイを設定できました。次は、Final Cut Pro Xで新しい 
プロジェクトを作成します。
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新規プロジェクトの作成：
1 Final Cut Pro Xを起動します。「Library Properties」に、名前の付けられていないデフォルトの標

準プロジェクト名が表示されます。そのプロジェクトの「Modify」アイコンをクリックします。「File」 
メニューで「New」＞「Library」に進み、新規ライブラリを作成します。

作業のこつ 新規ライブラリを作成した後、スクリーン右側の「Library Properties」が
隠れている場合は、左上のカチンコアイコンをクリックして表示を有効にします。これ
により、ライブラリサイドバーが開きます。

2 ライブラリサイドバーで新しいライブラリを選択し、それに対応する「Modify」アイコンをクリッ
クします。オプションウィンドウが開くので、プロジェクトのカラースペースを設定します。標準
的な色域のSD/HDプロジェクトの場合は、「Standard」を選択します。広色域のHDRムービーを
作成する場合は、「Wide Gamut HDR」を選択します。

3 「Change」をクリックして設定を確定します。
4 ライブラリサイドバーのライブラリ名を右クリックし、「New Project」をクリックして新規プロ

ジェクトを作成します。 名前を入力し、プロジェクトを配置するイベントを選択します。まだイ
ベントを作成していない場合は、日付が名前となっているデフォルトのイベントを選択できます。

5 「Use Costom Settings」をクリックします。「Video Format」、「Resolution」、「Rate」
を、Blackmagic Desktop Video Setupで設定したビデオフォーマットとフレームレートに合わ
せて設定します。

6 「Rendering」は、好みのApple ProResコーデックか、非圧縮ワークフローの場合は
「Uncompressed 10-bit 4:2:2」に設定します。

7 プロジェクトが標準的なHDの場合は、Final Cut Proが標準のHD Rec.709カラースペースを選
択するので、カラースペースを変更する必要はありません。広色域のHDRプロジェクトを扱って
いる場合は、使用するテレビまたはモニターの表示機能に応じて、カラースペースをPQまたは
HLGに設定します。

8 オーディオチャンネルを「Stereo」に、または6チャンネル・オーディオを使用する場合は
「Surround」に設定します。「Audio Sample Rate」を、テレビのレートである48kHzに設定します。

9 「OK」をクリックして、新規プロジェクトの作成を完了します。

外付けのHDMIまたはSDIモニターを接続している場合は、新しいプロジェクトが正しく表示さ
れることを確認する必要があります。
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Final Cut Pro Xで出力ディスプレイを設定する：
1 Final Cut Proメニューへ行き、「Preferences」を選択して「Playback」タブをクリックします。

「A/V Output」設定で「Blackmagic」が選択され、かつビデオフォーマットがプロジェクトと一
致していることを確認します。「Preferences」を閉じます。

2 メニューバーで「Window」を選択し、「A/V Output」をクリックして、Blackmagic Designビデオ 
ハードウェア経由のビデオ出力を有効にします。

Mac OSのオーディオ出力を設定する：
1 Mac OSの「System Preferences」を開き、「Sound」アイコンをクリックします。
2 「Output」タブでサウンドの出力に「Blackmagic Audio」を選択します。

作業のこつ オーディオはDesktop Videoハードウェア経由でもモニタリングできます。

再生
1 新規プロジェクトにクリップを読み込みます。
2 お使いのコンピューターモニターでFinal Cut Pro Xのタイムラインを使用し、Blackmagic Design

ビデオハードウェアの出力に接続したモニターやテレビにビデオのプレビューを表示でき 
ます。

ビデオ/オーディオのキャプチャー
Blackmagic Media Expressを使用して、Blackmagic Designビデオハードウェアからビデオやオーディ
オをキャプチャーできます。 キャプチャーしたクリップは、Final Cut Pro Xに読み込んで編集できます。

Media Expressを使用してクリップをキャプチャーする際は、Final Cut Pro Xでもサポートされている 
ビデオ形式を必ず選択してください。（例：Apple ProRes 4444 XQ、Apple ProRes 4444、ProRes 422 
HQ、Apple ProRes 422、ProRes 422 LT、非圧縮10-bit 4:2:2）

テープに編集
Final Cut Pro Xでプロジェクトが完成したら、そのプロジェクトをムービーファイルにレンダリングし、 
Blackmagic Media ExpressとBlackmagic Designビデオハードウェアを使用してテープにマスタリン 
グできます。

1 Final Cut Pro Xのタイムラインからクリップを選択します。
2 「File」＞「Share」＞「Master File」を選択し、「Master File」ウィンドウを開きます。
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3 「Settings」をクリックして、ドロップダウンメニューからビデオコーデックを選択します。

4 「Next...」をクリックし、保存先を選択して、「Save」をクリックします。
5 Media Expressを開いて、Final Cut Pro Xから書き出したクリップを読み込みます。
6 このマニュアルのBlackmagic Media Expressセクション内「ビデオ/オーディオファイルをテー

プに編集」の項目を参照してください。

Avid Media Composer
Avid Media Composerでは、Blackmagic Designビデオハードウェアを使用して4Kまでのビデオおよび
オーディオをキャプチャー・再生できます。また、RS-422デッキコントロールもサポートされています。コ
ンピューターにすでにMedia Composerがインストールされていれば、Desktop Videoをインストールす
るとMedia Composer用のBlackmagicプラグインが自動でインストールされます。

Avid Media Composer

セットアップ
1 Media Composerを起動すると、「Select Project」ダイアログボックスが表示されます。
2 すでにユーザープロファイルを作成済みの場合は、使用するプロファイルを選択します。
3 プロジェクト用に、個人/共有/外部プロジェクトの保存場所を選択します。
4 「New Project」をクリックします。
5 プロジェクトの名前を入力し、フォーマット、カラースペース、ステレオスコピックなどプロジェク

トのオプションを設定します。「OK」をクリックします。カラースペースとステレオスコピックの設
定は、後にプロジェクトの「Format」タブでも変更できます。
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プロジェクト名を入力してオプションを設定します。

6 「プロジェクト選択」ダイアログボックスで作成したプロジェクト名をダブルクリックします。 
Media Composerのインターフェースと新規プロジェクトのプロジェクトウィンドウが表示 
されます。プロジェクトのセットアップの完了です。

再生
すべてが適切に接続されていることを簡単に確認するには、「Help Menu」へ行き、「Read Me」をクリ
ックして「Media Composer Editing Guide」を選択します。「Importing Color Bars and Other Test 
Patterns」セクションを参照してください。読み込んだファイルをダブルクリックして再生します。コン
ピューターのモニターおよびBlackmagic Designデバイスの出力の両方にイメージが表示されます。

Blackmagic Designハードウェアの出力にビデオが表示されない場合は、接続を再度チェックし、Media 
Composerで「Tools」＞「Hardware Setup」を選択して、Blackmagic Desktop Video Setupの出力が
正しく設定されていることを確認してください。タイムラインの上にあるハードウェアアイコンが有効に
なっていることを確認してください。

メモ Blackmagic UltraStudio 4Kなど、Blackmagicの外付けビデオデバイスを使用している場
合、Media Composerの使用を開始する前に電源と接続を確認してください。

コントロールできないデバイスからキャプチャー
従来型のカメラやVHSテーププレーヤーだけでなく、最新型のカメラやディスクレコーダーなど、多くの 
ビデオソースがデバイスコントロールに対応していません。

デバイスコントロールなしでビデオをキャプチャーするには、以下のステップに従います。

1 「File」＞「Input」＞「Tape Capture」を選択し、「Capture Tool」を開きます。
2 トグルソースボタンをクリックすると、デッキアイコンのボタンが衛星アイコン（地球と＋マーク）

に変わります。これは、デッキコントロールが無効であることを意味します。
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「Toggle Source」ボタンをクリックして、「Capture Tool」を 
デッキコントロールを使用せずにビデオをキャプチャーするよう設定します。

3 キャプチャーしたいビデオおよびオーディオソースのトラックを選択します。これらは、「V」、「A1
」、「A2」などのラベルがついています。下にあるドロップダウンメニューを使用して、ビデオとオー
ディオの両方にBlackmagicを選択します。

4 「Bin」メニューを使用して、開いているビンのリストからビンを選択します。
5 「Res（解像度）」メニューで、キャプチャーしたクリップに使用したいコーデックを選択します。 

ここでは、10-bit HDビデオ用にDNxHD175xを選択します。
6 キャプチャーしたビデオおよびオーディオを保存するディスクストレージを選択します。 

「Single/Dual Drive Mode」ボタンを使用して、ビデオおよびオーディオをひとつのドライブに
まとめて保存するか、別々のドライブに保存するかを選択します。「Target Drives」メニューで、 
キャプチャーしたメディアを保存するドライブを選択します。

7 ウィンドウ最下部の「Tape Name?」ボタンをクリックし、「Select Tape」ダイアログボックスを
開きます。テープ名を入力するか、以前使用したテープ名のリストから選択します。

8 ビデオとオーディオのソースを再生できるか確認し、「Capture」ボタンを押します。キャプチャー 
中はキャプチャーボタンが赤く点滅します。キャプチャーボタンを再度クリックしてキャプチャー 
を終了します。
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UltraStudio、DeckLink、Teranexを使用して制御可能なデバイスからキャプ
チャー
RS-422で接続したデバイスを使用する場合は、デッキコントロールを使用してキャプチャーする前に、
デッキの設定を行う必要があります。

1 RS-422シリアルケーブルをBlackmagic Designビデオハードウェアおよびデッキから接続します。 
デッキを「Remote」に設定します。Blackmagicの外付けビデオデバイスを使用している場合、Media 
Composerの使用を開始する前に電源と接続を確認してください。

2 プロジェクトのウィンドウで「Settings」タブをクリックし、「Deck Configuration」をダブルクリッ 
クします。

3 Deck Configurationダイアログボックスで、「Add Channel」をクリックし、チャンネルタイプを
「Direct」に、ポートを「RS-422 Deck Control」に設定します。「OK」をクリックして、「今すぐチャ 
ンネルを自動設定しますか？（Do you want to autoconfigure the channel now?）」と表示さ
れたら、「No」を選択します。 

4 「Add Deck」をクリックして、使用するデッキのブランドとモデルをデバイスメニューから選択し、 
さらにプリロールを設定します。「OK」、「Apply」の順にクリックします。

5 Settingsタブで、「Deck Preferences」をダブルクリックします。
6 アッセンブル編集を行う場合は、「デジタルカットでアッセンブル編集とクラッシュレコードを許

可（Allow assemble edit and crash record for digital cut）」オプションを有効にします。この
機能が無効の状態では、インサート編集しか使用できません。「OK」をクリックします。

作業のこつ Media Composerで「テープでのコインシデンスポイントの検出に失敗
しました（Failed to find coincidence point on tape）」というエラーメッセージが
表示された場合、デッキ初期設定で「コインシデンスポイント検出を緩める（Relax 
coincidence point detection）」のオプションを有効にして継続します。

「デッキ初期設定（Deck Preferences）」で、「コインシデンスポイント検出を 
緩める（Relax coincidence point detection）」オプションを有効にする
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デッキコントロールを使用してオンザフライでキャプチャーする：
1 「File」＞「Input」＞「Tape Capture」を選択し、「Capture Tool」を開きます。接続したデッキが

認識され、テープ/ディスクが入っている場合、テープ名を入力するよう指示が表示されます。リス
トから選択することも可能です。

2 トグルソースボタンにデッキアイコンが表示されていることを確認します。衛星アイコンが表示
されている場合は、ボタンをクリックしてデッキコントロールを有効にするとデッキアイコンが
表示されます。

3 「Capture/Log Mode」ボタンに「CAP」アイコンが表示されていることを確認します。このボタ
ンに「LOG」アイコンが表示されている場合は、ボタンをクリックしてキャプチャーモードに切り
替え、「CAP」アイコンを表示します。

4 タイムコードウィンドウに「No Deck」と表示される場合、あるいはデッキ名が下部にイタリック
体で表示される場合は、ドロップダウンメニューを押して「デッキ検索（Check Decks）」を選
択します。デッキコントロールが再度確立されると、デッキ名のイタリック体が解除されます。こ
れで、J、K、Lのショートカットキーでデッキをコントロールできます。

5 「Video」および「Audio」入力に、それぞれ「Blackmagic」を選択します。「コントロールできな
いデバイスからキャプチャー」のセクションで説明されているのと同様の方法で、ビデオ/オー
ディオのソーストラック、保存先ビン、Res（解像度）、保存先ドライブ、テープ名を選択します。

6 「Capture Tool」のデッキコントロールウィンドウでテープを頭出し、再生します。
7 「Capture」ボタンをクリックします。キャプチャー中はキャプチャーボタンが赤く点滅します。キ

ャプチャーを終了するには、キャプチャーボタンを再度クリックします。

CAPボタン/トグルソースボタンを設定してデッキコントロールを使用、 
デッキコントロールウィンドウでテープの頭出しと再生
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バッチキャプチャー（UltraStudio/Decklink使用）
バッチキャプチャー用にクリップをログする:

1 「File」＞「Input」＞「Tape Capture」を選択し、「Capture Tool」を開きます。
2 デッキが衛星モードになっている場合は、トグルソースボタンをクリックして、デッキモードに変

更します。「Capture/Log Mode」ボタンをクリックして、「LOG」アイコン（ペン）を表示します。
3 「コントロールできないデバイスからキャプチャー」のセクションで説明されているのと同様

の方法で、ビデオ/オーディオ入力、ビデオ/オーディオのソーストラック、保存先ビン、Res
（解像度）、保存先ドライブ、テープ名を設定します。

4 デッキコントロールウィンドウ、あるいは標準のJ、K、Lショートカットキーを使用してデッキを前
後にシャトルまたは一時停止し、キャプチャーしたい位置にビデオを合わせます。

5 LOGボタンの左側にある、「Mark IN/OUT」をクリックします。アイコンはINとOUTで交互に
切り替わるので、1つのボタンをクリックするだけでイン点およびアウト点を指定してクリッ 
プをログできます。デッキコントロールウィンドウの「Mark IN」および「Mark OUT」ボタンを使
用すれば、より簡単にイン/アウト点が指定できます。別の方法としては、キーボードで「I」または 
「O」のキーを使ってイン/アウト点を指定し、「F4」ショートカットでクリップをログします。

「Mark In/Mark Out」ボタンをクリックするかキーボードの 
「I」と「O」キーを使用して、イン/アウト点を指定

6 クリップのログが終了したら、「Capture Tool」を閉じ、ビンを開いて、キャプチャーしたいクリッ
プを選択します。

7 「Clip」メニューで「Batch Capture」を選択し、ダイアログボックスが表示されたらオプションを
選択、「OK」をクリックします。
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テープに記録（UltraStudio/Decklink使用）
クリップをキャプチャーした後、タイムラインへドラッグし、編集、エフェクトの適用、レンダリングが終
わったら、完成したプロジェクトをテープに記録できます。

1 シーケンスをダブルクリックして、タイムラインウィンドウで開きます。
2 「File」＞「Output」>「Digital Cut」を選択し、「Digital Cut Tool」を開きます。
3 「Output Mode」をリアルタイムに、ビット深度を10-bitに設定します。「Entire Sequence」を有効

にすると全シーケンスを記録します。デッキコントロールの「Remote」オプションも有効にします。
4 インサート編集（Insert Edit）またはアッセンブル編集（Assemble Edit）を選択すると、タイム

コードがストライプされたテープへの正確な編集が可能です。または、「Crash Record」を選択
すれば、簡単に記録できます。インサート編集しか選択できない場合は、プロジェクトの設定タ
ブに行き、デッキの環境設定（Deck Preferences）をダブルクリックして「デジタルカットでア
ッセンブル編集とクラッシュレコードを許可（Allow assemble edit & crash record for digital 
cut）」を有効にします。

5 デッキの名前がイタリック体（斜字体）で表示される、または「デッキなし（NO DECK）」と表示
される場合は、イタリック体が解除され、デッキコントロールが再度確立されるまでメニューをク
リックし、「デッキ検索（Check Decks）」を選択します。

6 デジタルカット再生ボタン（赤い三角形のアイコン）を押して、シーケンスをテープに記録します。

デジタルカットツールを使用してテープに記録
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Blackmagic Media Express

Blackmagic Media Expressとは
Blackmagic Media Expressソフトウェアは、すべてのUltraStudio、DeckLink、Intensityだけでなく、す
べてのATEM Switcher、Blackmagic Camera、H.264 Pro Recorder、Teranex Processor、Universal 
Videohubに同梱されています。Media Expressは、複雑なノンリニア編集ソフトウェアを避け、クリッ
プをテープに簡単にキャプチャー、再生、出力したい場合に最適なツールです。

ビデオ/オーディオファイルのキャプチャー
プロジェクトのセットアップ
Media Expressは入力ビデオのフォーマットを自動的に検出し、それに合わせて「Project Video Format」を
設定します。プロジェクトビデオフォーマットをマニュアルで設定する場合は、以下のステップに従います：

1 Macでは「Media Express」＞「Preferences」、Windows/Linuxでは「Edit」＞「Preferences」 
を選択します。Preferencesウィンドウ上部の「Project Video Format」ドロップダウンメニューで
フォーマットを選択します。「Capture File Format」ドロップダウンメニューを使用して、様々な
圧縮/非圧縮キャプチャーフォーマットまたはDPXイメージシーケンスから選択できます。選択した
フォーマットでビデオがキャプチャーされ、QuickTimeムービーで保存されます。さらにYUVコー 
デックを使用したRGBソースのキャプチャーやその逆も可能です。

Preferencesウィンドウを使用して、プロジェクトビデオフォーマット、 
キャプチャーファイルフォーマット、保存場所などを設定
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2 キャプチャーしたビデオおよびオーディオを保存するストレージを選択します。「Browse」ボタン
をクリックして、コンピューター上のフォルダーを指定します。

3 コマ落ちが検出された際に、キャプチャーまたは再生を停止するかどうかを選択します。
SDのプロジェクトは、「Use Anamorphic SD 16:9」チェックボックスを有効にしている場合を除き、4:3
アスペクトレシオに設定されます。

ビデオアプリケーションは、通常、バックグラウンドにまわるとビデオの再生を停止します。他のアプリケ
ーションを開いてもMedia Expressにビデオの再生を続けさせたい場合は、「Continue playback when 
in the background」チェックボックスにチェックを入れてください。

画面下部のオプションはRS-422デッキコントロール対応のテープデッキに関連するもので、プリロール
やタイムコードオフセットの設定を行います。

キャプチャー　
ビデオのキャプチャーに必要な作業は、ビデオソースを接続してBlackmagic Media Expressが入力を
検出するのを待ち、「Capture」ボタンを押すだけです。

ビデオに関する情報を入力

クリップビン キャプチャー 
オプション

トランスポート 
コントロール

Grab  
Still Frame

ボタン

プロジェクト名、 
ビデオフォーマット、
フレームレート

リモート・ 
インジケーター

ログ情報マークイン/ 
マークアウト

オーディオ 
メーター

オーディオ 
チャンネル 
有効/無効

メディアリスト 検索フィールド
タイムコードリスト、 

サムネイル、お気に入りビュー VTR/デッキタイムコード ビデオプレビュー
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1 ビデオソースをBlackmagic Designハードウェアの入力に接続します。Desktop Video Setup
を起動し、「 Input Connection」の設定がビデオソースと同じであることを確認します 
（例：SDI、HDMI、Componentなど）。

2 Media Expressを開き、赤い「Log and Capture」タブをクリックします。
3 ビデオソースがプレビューウィンドウに表示されます。「Description」フィールドに概要を入力

します。
4 「Description」の横にある「+」ボタンをクリックすると、同フィールドの情報が自動の「Name」

フィールドに追加されます。他のフィールドの情報を「Name」フィールドに追加したい場合は、各
フィールドの横の「＋」ボタンをクリックします。

 – 各フィールドの数値を増加するには、各フィールド横のカチンコアイコンをクリックします。 
また、フィールドに直接入力し、名前や数値をカスタマイズすることも可能です。

 – 「Name」フィールドのテキストは、これからキャプチャーするクリップに適用されます。
 – クリップをお気に入りとしてログしたい場合は、「Name」フィールドの横にある星アイコンを
クリックします。

 – 毎回キャプチャーする前にクリップ名を確認するウィンドウを表示させたい場合は、「Name」
フィールドの横にある「！」アイコンをクリックします。

5 キャプチャーするオーディオチャンネル番号を設定

キャプチャーするオーディオチャンネル番号を設定

6 「Capture」ボタンをクリックして、キャプチャーを開始します。キャプチャーを終了してクリップ
を保存する場合は、もう一度「Capture」ボタンをクリックします。キャプチャーされたクリップ
が、Media Expressの左側のメディアリストに追加されます。

「Capture」ボタンをクリックしてキャプチャーを開始

ビデオ入力フォーマットがプロジェクトビデオフォーマットと一致しない場合、Media Expressが自動的
に検出し、現在のプロジェクトを保存して新規プロジェクトを作成する指示が表示されます。

ATEMスイッチャーのプログラム出力フォーマットを変更すると、Blackmagic 
Media Expressは変更を自動的に検出し、プロジェクトを保存して新しいプロ
ジェクトを開始するかどうかを確認するメッセージが表示されます。
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クリップのロギング
Blackmagic DesignビデオハードウェアとデッキがRS-422シリアルケーブルで接続されていることを確 
認します。

また、デッキのリモート/ローカル切り替えスイッチが、リモートに設定されていることを確認します。標
準のJ、K、Lショートカットキーを使用して、前後にシャトルまたは一時停止します。

 � 「Mark In」ボタンをクリックしてイン点（In）を設定するか、またはショートカットキー「I」 
を使用します。

 � 「Mark Out」ボタンをクリックしてアウト点（Out）を設定するか、またはショートカットキー
「O」を使用します。

 � 「Log Clip」ボタンをクリックしてクリップのログを行うか、またはショートカットキー「P」を使
用します。ロギングしたクリップがメディアリストに表示されます。クリップのアイコンには赤いX
印がついており、そのメディアがオフラインであることが確認できます。

バッチキャプチャー
クリップのロギングが終わったら、「Clip」ボタンをクリックしてクリップを1つずつキャプチャーできます。

複数のクリップをキャプチャーするには、それらのクリップのロギングを行い、バッチキャプチャーを実 
行します。

ロギングの済んだクリップをメディアリストから選択し、以下のいずれかの操作を行ってください。

 � 「Batch」ボタンをクリックする
 � 選択したクリップを右クリックして、「Batch Capture」を選択する
 � 「File」メニューから「Batch Capture」を選択する

Media Expressがタイムコードのイン点からアウト点までクリップをキャプチャーします。

DPXキャプチャー
ムービーファイルではなくDPXイメージシーケンスでキャプチャーしたい場合は、Media Expressの
「Preferences」を開き、「Capture File Format」を「DPX 10-Bit RGB」に設定します。

 � 「Capture File Format」をDPXに設定して、DPXプロジェクトを作成します。
 � キャプチャーを実行します。

DPXキャプキャーの設定

キャプチャーが終了すると、フレームシーケンス全体を表すサムネイルがメディアリストに表示されます。 
DPXフレームのシーケンスは、ディスクストレージの専用フォルダーに保存されます。オーディオは同じ
フォルダー内に.wavファイルで保存されます。

デフォルトでは、DPXキャプチャーはYUVソースから行われる設定になっています。RGBソースからキャ
プチャーする場合は、「capture from an RGB source」を選択します。

DPXフレーム番号を、ゼロから開始するのではなく、キャプチャーしたビデオのタイムコードに応じた番号
にしたい場合は、「Use absolute frame numbering when capturing DPX」オプションを使用します。

実行するDPXキャプチャーが短い場合は、「When capturing DPX files、use (2-8) digit numbers in 
the frame count」オプションの設定を変更して、フレーム番号のゼロの数を減らすことができます。

Blackmagic Media Express 131



3Dキャプチャー
Media Expressを使用するBlackmagic Designビデオハードウェアがデュアルストリーム3Dに対応して
いる場合は、HD-SDIビデオの2ストリームを同時にキャプチャーして、左右両眼画像の3Dビデオクリッ 
プを作成できます。

 � お使いのデュアルストリーム3Dビデオソースのフレームレートと適合する3Dプロジェクトを作成
します。

 � SDIソースからキャプチャーする場合、個別の2系統のHD-SDIビデオ入力がBlackmagicビデオ 
ハードウェアに接続されていることを確認してください。

 � キャプチャーを実行します。

デュアルストリーム・ステレオスコピック3Dビデオクリップをキャプチャーする場合は、 
プロジェクトのビデオフォーマッに「3D」がついたフォーマットを選択します。

Media Expressでデュアルストリーム3Dのキャプチャーおよびロギングを行う場合、設定したクリップ名は
左眼用ビデオに適用されます。右眼用ビデオのクリップ名には「_right」が付加されます。例えば、クリッ 
プに「Clip 1」という名前をつけた場合、左眼用クリップは「Clip 1.mov」となり、右眼用クリップは「Clip 
1_right.mov」となります。

メディアリストには、キャプチャーしたクリップが3Dクリップであることが分かりやすく表示されます。

 � サムネイルビューでは、左右眼用の両クリップは3Dインジケーターでつなげられ、ひとつの大きな 
アイコンとして表示されます。

 � タイムコードリストビューでは、左右眼用の各クリップが2ラインに表示され、3Dインジケーターで 
つなげられます。

サムネイルビューでは、左右眼用の両クリップは3D
インジケーターでつなげられ、ひとつの大きなアイコ
ンとして表示されます。
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クリップビン お気に入り 
選択

トランス 
ポート 

コントロール

Grab Still 
Frame 
ボタン

プロジェクト名、 
ビデオフォーマット、
フレームレート

リモート・ 
インジケーター

クリップイン 
フォメーション

マークイン/ 
マークアウト

オーディオ 
メーター

オーディオ 
チャン
ネル 
有効/
無効

メディアリスト 検索フィールド
タイムコードリスト、 

サムネイル、お気に入りビュー VTR/デッキタイムコード ビデオプレビュー

ビデオ/オーディオファイルの再生
単一/複数のクリップの再生
1つのクリップを再生する場合は、メディアリスト内の再生したいクリップをダブルクリックします。 
または、メディアリストのクリップを選択し、キーボードのスペースバーまたはトランスポートコントロー
ルの再生ボタンを押します。

トランスポートコントロールを使用して、再生、停止、 
次/前のクリップへ移動、ループ再生をコントロール

複数のクリップを再生する場合は、メディアリスト内の再生したいクリップを選択し、キーボードのスペー
スバーまたはトランスポートコントロールの再生ボタンを押してください。

Media ExpressのビデオプレビューウィンドウおよびBlackmagic Designビデオハードウェアのすべての
ビデオ出力でビデオが再生されます。再生中、各トラックの有効/無効ボタンで、モニタリングするオーデ
ィオチャンネルのオン/オフを切り替えられます。

クリップの読み込み
Media Expressに読み込んだビデオやオーディオは、以下のいずれかの方法で再生できます。

 � メディアリスト内の何もない部分をダブルクリックし、ファイルの保存場所をブラウズして「Open」
をクリックします。

 � メディアリスト内の何もない部分で右クリックし、コンテクストメニューから「Import Clip」 
を選択します。

 � 「File」メニューから、「Import」、「Media Files」の順に選択します。
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読み込みたいビデオおよびオーディオを選択して「OPEN」をクリックします。選択したクリップがメデ
ィアリストの「Scratch」欄に表示されます。メディアリストにビンを作成してある場合は、クリップを好
きなビンにドラッグできます。

メディアを直接ビンに読み込みたい場合は、そのビンを右クリックし、コンテクストメニューで「Import 
Clip」を選択してください。

インポートしたファイルがメディアリストの既存のクリップのフレームレート/サイズと一致しない場合は、
新規プロジェクトを作成し、現在のプロジェクトを保存するよう指示されます。

読み込んだクリップと既存のクリップのフォーマットが一致しない場合、 
新規プロジェクトを作成するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

作業のこつ Media Expressは、48kHzで非圧縮WAVE（.wav）およびAIFF（.aif）フォーマットで
記録された複数チャンネルのオーディオファイルの読み込みにも対応しています。

メディアを読み込む別の方法として、Final Cut Pro 7やFinal Cut Pro XなどのNLEで書き出したXMLフ
ァイルを使用する方法があります。「File」メニューで「Import」を選択し、「Final Cut Pro 7 XML」また
は「Final Cut Pro X XML」を選択します。使用したいXMLファイルを開くと、Final Cut Proプロジェクト
のすべてのビンとメディアがメディアリストに表示されます。

Media ExpressはCMX EDLファイルのインポートにも対応しており、他のビデオ編集ソフトウェアから
のEDLファイルを使用してクリップのバッチキャプチャーを行うことも可能です。「File」メニューから、
「Import」、「CMX EDL」の順に選択します。EDLファイルを選択して開きます。

メディアは直接読み込めます。XMLやEDLと一緒に読み込むこと
も可能です。

メディアリストにログ情報が表示されます。ロギングされたクリップを選択してバッチキャプチャーを実
行し、デッキからクリップをインポートします。
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メディアブラウザ
サムネイルビュー
サムネイルビューでは、最も直感的な方法でクリップを表示できます。マウスのカーソルをクリップのサ
ムネイルの上に合わせ、サムネイルの右下に表れる情報アイコンをクリックしてください。吹き出しをク
リックすると情報が隠れます。

サムネイルのポップアップ情報アイコンをクリックすると、 
情報が吹き出しで表示されます。

リストビュー
メディアリストの上部右側にあるタイムコードリストボタンをクリックすると、クリップをタイムコードリ
ストビューで表示できます。水平方向のスクロールバーを使用して、各クリップに関する情報がすべて確 
認できます。

メディアリストでは、クリップの表示をタイムコードビューまたは
サムネイルビューから選択できます。お気に入りボタンをクリック
すると、お気に入りのクリップのみを表示できます。「Search」フ
ィールドに入力し、お気に入りのクリップを検索できます。

ビンの作成と使用
ビンを作成するには、メディアリスト内の何もない場所で右クリックし、「Create Bin」を選択します。 
新しいビンに名前をつけます。

クリップアイコンをドラッグして、クリップを好きなビンに移動できます。クリップを2つ以上のビンで表
示したい場合は、2つ目のビンを右クリックして「Import Clip」を選択し、同じクリップを再度インポート 
してください。

デフォルトでは、ログされたクリップは「Scratch」欄に表示されます。ログしたクリップを新しいビン
内に表示したい場合は、その新しいビンを右クリックして「Select As Log Bin」を選択してください。

お気に入りの作成と使用
「Log and Capture」タブでは、「Name」フィールドの横にある星アイコンをクリックすると、クリッ 
プをお気に入りとしてタグ付けできます。

「Playback」タブでは、星アイコンをクリックすると、メディアリストで選択されているクリップをお気に
入りとしてログできます。星アイコンを再度クリックすると、クリップがお気に入りから外れます。
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お気に入りに指定されたクリップは、タイムコードリストビューおよびサムネイルビューでアイコンに黄
色い星が表示されます。

クリップをお気に入りに指定したら、メディアリスト上部の「Show only favorites」ボタンをクリックし 
ます。星アイコンが黄色になります。お気に入りに指定したクリップ以外のクリップが非表示になります。

「Log and Capture」タブでは、「Name」フィールド横の星アイコンを 
クリックして、クリップをお気に入りとしてログできます。

オーディオクリップとビデオクリップをリンク
以下の手順で、メディアリスト内のオーディオクリップとビデオクリップをリンクできます。

 � オーディチャンネルを含まないビデオクリップを選択する。
 � そのビデオクリップを右クリックして、コンテクストメニューから「Link Audio File」を選択する。
 � リンクしたいオーディオファイルをブラウズして「Open」をクリックすると、メディアリストビュー
でビデオとオーディオがリンクされます。

メディアリストでは、リンクされたビデオクリップと 
オーディオクリップが分かりやすく表示されます。

リンクされたクリップを再生できます。また、リンクされたクリップをテープにマスタリングすることも可
能です。

クリップとビンの削除
クリップを削除するには、削除したいクリップを選択し、キーボードのバックスペースキーを押します。

この作業で削除されるのはメディアリスト内のクリップのみで、ディスク上に保存されたクリップはその 
まま残ります。

ビンを削除するには、削除したいビンを右クリックし、「Delete Bin」を選択します。この作業で、ビンお
よびビンの中に含まれるすべてのクリップが削除されます。この作業で削除されるのはメディアリスト内
のクリップのみで、ディスク上に保存されたクリップはそのまま残ります。
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3Dクリップの作成
メディアリストにステレオスコピック3Dクリップを追加する場合は、以下の手順に従います。

 � 使用する3Dメディアと同じフレームレートの3Dプロジェクトビデオフォーマットを選択します。
 � メディアリストに「左眼用」ファイルをインポートする。
 � インポートした左眼用ファイルを右クリックし、コンテクストメニューから「Set Right Eye Clip」
を選択する。右眼用クリップがすでにメディアリストにキャプチャーされている場合は、右眼用ク
リップの名前に「_right」が付加されます。

3Dプロジェクトビデオフォーマットを選択する

メディアリストでは、インポートしたクリップが3Dクリップであることが非常に分かりやすく表示されま
す。左右両眼用クリップはビデオプレビューウィンドウに並んで表示されるため、3Dビデオプロジェク
トであることが確認できます。

メディアリストでは、インポートしたクリップが 
3Dクリップであることが非常に分かりやすく表示されます。

3Dステレオクリップの画像が左右反対にロードされている場合は、以下の操作を行います。

 � メディアリストに表示されている使用中の3Dクリップを右クリックする。
 � コンテクストメニューから「Swap Eyes」を選択する。

メディアリスト内の検索
各プロジェクトのクリップは、メディアリスト上部の検索フィールドにクリップ名を入力して、簡単に検索で
きます。お気に入り機能と合わせて使用すると、検索の対象がお気に入りのクリップに限定されるため、 
検出されるクリップのリストが短くなります。

「Search」フィールドに入力してクリップを検索できます。
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記録モード テープに 
マスタリング

オーディオチャンネル
有効/無効

マークイン/マークアウト

ビデオ/オーディオファイルをテープに編集
「テープ」にマスタリングや編集をするいう表現を多用していますが、お使いのデッキがテープまたはディ 
スクのどちらを使用していても問題ありません。クリップのマスタリングは以下の手順で行います。

 � テープに送るクリップを選択する。
 � 「Edit to Tape」タブ（青いタブ）をクリックする。
 � イン点（In）と編集の種類を設定する。
 � テープにマスタリングする。

マスタリングするクリップを選択する
テープにマスタリングしたいクリップをメディアリストから選択します。複数チャンネルを持つオーディ
オのみのクリップを書き込んで、マスターテープのマスターオーディオトラックを書き換えることも可能
です。お気に入りのクリップのみをテープに送信したい場合は、メディアリスト上部のお気に入り（星）
アイコンをクリックしてお気に入りのクリップのみを表示し、その他のクリップを非表示にします。さら
に、テープに送信するお気に入りクリップを選択します。

メディアリスト上部のお気に入り（星）アイコンをクリックして、 
お気に入りのクリップのみを表示できます。

テープへのインサート編集とアッセンブル編集
「Edit to Tape」タブをクリックします。イン点（In）フィールドにタイムコードを入力するか、またはトラ
ンスポートコントロールでテープを任意のイン点に合わせて「Mark In」ボタンをクリックして、テープの
イン点を入力します。

アウト点（Out）が入力されていない場合、Media Expressは、編集の長さをメディアリストのクリップの
全長に合わせて設定します。アウト点が指定されている場合は、Media Expressはタイムコードがアウ
ト点に到達した時点で（まだ出力されていないクリップがある場合でも）レコーディングを停止します。
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テープへの出力に2つのクリップが選択されています。

テープへのマスタリングにアッセンブル編集（Assemble）とインサート編集（Insert）のどちらを行うか
を選択します。「Master」ボタンを押します。

「Preview」モードでは編集の過程を実際に見て確認できますが、テープへは記録されません。この 
モードでは編集点が確認できます。編集のプレビューは、必ずデッキの出力に直接接続されているモニタ
ーで確認してください。これにより、すでにテープに記録されているビデオと新しいビデオを同時に確認 
できます。

デッキまたはテープの「記録禁止（Record Inhibit）」が有効になっている状態で「Master」ボタンをクリッ 
クすると、Media Expressは記録できないこと伝えるメッセージを表示します。もう一度「Master」 
ボタンを押す前に、記録禁止（Record Inhibit）を無効にしてください。

トラックの有効/無効ボタンで、出力するビデオおよびオーディオチャンネルを選択します。 
オーディオチャンネルのみを出力したい場合は、ビデオチャンネルを非選択にします。

マスタリングするオーディオチャンネル番号を設定

メディアリスト上部のお気に入り（星）アイコンをクリックして、お気に入りのクリップのみを表示できます。

テープへの出力に2つのクリップが選択されています。

マスタリングするオーディオチャンネル番号を設定します。

H.265でキャプチャー
Blackmagic UltraStudio 4K Extremeの内蔵H.265エンコーダーを使用してビデオをキャプチャーする：

1 Media Expressの「Preferences」を開き、「Capture File Format」を「MP4 H.265」に設定します。
2 隣にある「Quality」ボタンを押し、「Encoding Settings」スライダーを左右にドラッグして、 

H.265キャプチャーのビットレートを設定します。「Encoding Settings」ウィンドウを閉じて、 
設定を終了します。

作業のこつ H.265キャプチャーおよびビットレート設定に関する詳細は、このマニュアルの次
のセクション、「H.265ハードウェアエンコーダー」を参照してください。
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H.265ハードウェアエンコーダー
UltraStudio 4K ExtremeでH.265ビデオをキャプチャー
Blackmagic UltraStudio 4K ExtremeはパワフルなH.265エンコーダーを内蔵しているため、最新のH.265
フォーマットを使用したリアルタイム・キャプチャーが可能です。ビデオをキャプチャーする際は、最高品
質の映像を可能な限り低いビットレートで維持できるテクノロジーを使用します。

Blackmagic UltraStudio 4K Extremeを使用してビデオをキャプチャーするには、 
Media Expressの「Preferences」で、「Capture File Format」を「MP4 H.265」に設定。

内蔵H.265エンコーダーを使用してビデオをキャプチャーする：
1 Blackmagic Media Expressソフトウェアを起動します。Media Expressの「Preferences」 

を開き、「Capture File Format」を「MP4 H.265」に設定します。
2 隣にある「Quality」ボタンを押し、「Encoding Settings」スライダーを左右にドラッグして、H.265

キャプチャーのビットレートを設定します。「Encoding Settings」ウィンドウを閉じて、設定を
終了します。これで、Blackmagic Media Expressを使用して、Blackmagic Media Express 4K 
ExtremeでH.265ビデオをエンコードできます。Media Expressを使用してビデオをキャプチャー 
・再生する際の詳細は、このマニュアルの「Blackmagic Media Express」セクションを参照して
ください。

ビットレートの設定
デフォルト設定の15 Mb/sは、オンラインストリーミング用の高品質Ultra HDビデオに最適なビットレー
トです。ビットレートは、3～50 Mbの間で好きな値に設定できます。HDビデオのオンライン・ストリー
ミングに適した値は、3～5 Mb/sです。

小さいファイルサイズおよび低いビットレートでビデオをキャプチャーする必要がある場合は、「Encoding 
Setting」スライダーを左にドラッグします。ファイルサイズを気にする必要がなく、可能な限り高品質のビ
デオをキャプチャーする場合は、スライダーを右にドラッグします。ビットレートを低く設定しすぎると、
マクロブロッキング、ピクセレーション、バンディングなど、目に見える圧縮アーチファクトが生じます。し
かし、内蔵されたH.265ハードウェアエンコーダーは非常に効率が良く、アーチファクトを最低限に抑え
るため、H.264で通常設定するよりビットレートを低くしても、すばらしい品質のビデオが得られます。
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「Quality」ボタンを押し、「Encoding Settings」スライダーを左右にドラッグして、 
H.265キャプチャーのビットレートを設定します。

H.265ビデオをエンコードする際や、オンライン・ストリーミング用にビデオをエンコードする際は、デリ
バリーに使用するシステムのバンド幅、ビデオのフレーム間での動きやコントラストの量、ビデオのフレー 
ムレートなどを考慮しておくと役立つ場合があります。例えば、ビデオをストリーミングする人数が多 
い場合、エンコーディングのビットレートを下げることで、インターネット回線が遅いオーディエンスもビ
デオを中断されることなく視聴できます。明るい場所から暗い場所に切り替わるなど、ビデオコンテンツ
のフレーム間に多くのコントラストや動きがある場合、またはエネルギー溢れるスポーツイベントやグラ 
フィックの場合は、ビットレートを高くすると効果的です。高フレームレートのビデオには、低フレームレー 
トのビデオと比べて、高いビットレートが必要です。

最高品質のビデオをできるだけ小さいファイルサイズでキャプチャーするためには、エンコーディングの
ビットレートを選択して実験する必要があります。最高の結果を得るために、様々なビットレート設定を
試してみてください。

Blackmagic Disk Speed Test
Blackmagic Disk Speed Testは、記録メディアの読み込み（Read）と書き込み（Write）の性能をフレー
ムサイズごとに測定できるアプリケーションです。Disk Speed Testは、Desktop Videoソフトウェアに
含まれていますが、Mac OS用にApp Storeから無償でダウンロードすることもできます。
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Disk Speed Testの設定を行うには、「Start」ボタンの上にある「Settings」のギアアイコンをクリックし
てください。

ターゲットドライブを選択：
「Select Target Drive」をクリックして、読み込み/書き込
みの許可があることを確認してください。

スクリーンショットを保存：
「Save Screenshot」をクリックして、測定結果のスクリ
ーンショットを保存できます。

ストレス：
「Stress」のレベルは、1GB～5GBの間で設定できます。
デフォルトは5GBで、最も正確な測定結果が得られます。

Disk Speed Testヘルプ
「Disk Speed Test Help」をクリックすると、Disk Speed 
Testの操作説明書（PDF）を確認できます。

Disk Speed Testについて：
「About Disk Speed Test」では、起動しているDisk Speed Testソフトウェアのバージョンを 
表示できます。

Will it Work?
「Will it work?」パネルは、一般的なビデオフォーマットを表示し、チェックマークまたはバツ
印によって、各フォーマットに対してディスク性能が十分であるか否かが確認できます。測定は必
ず数回繰り返し、ディスク性能が対応できる限界のビデオフォーマットを確認してください。結
果がチェックマークとバツ印で切り替わってしまうビデオフォーマットは、お使いのディスクスト
レージが対応できない可能性があります。

How Fast?
「How Fast?」パネルは、ドライブが対応可能なフレームレートを表示します。このパネルを
「Will it Work?」パネルと併せて参照してください。「Will it Work?」パネルで、H.265の2K DCI 
24に緑のチェックマークが表示されていても、「How Fast?」パネルが対応可能な最大フレー
ムレートを24fpsと示している場合、ディスクストレージ性能は限界に近く、信頼できません。

ギアのアイコンをクリックして、 
Settingsメニューを開く

開始：
「Start」ボタンをクリックして、テストを開始します。Disk 
Speed Testは事前に選択されたターゲットドライブに一
時的なファイルを書き込み、さらにそのファイルの読み
込みを行います。もう一度「Start」ボタンをクリックして
測定を停止するまで、Disk Speed Testは書き込みと読
み込みを継続します。

Blackmagic Disk Speed Test 142



設定
ディスクスピードの測定を行う前
に、このボタンをクリックして設
定を行います。

開始
このボタンをクリックするとデ
ィスクスピードの測定が始まり
ます。測定を中止するにはボタ
ンをもう一度クリックします。

Will it Work?
このパネルでは、お使いのディスク 
ストレージが対応できるビデオ 
フォーマットが確認できます。

How Fast?
このパネルは結果をフ
レーム/秒の単位で表
示します。
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DeckLink 4K Extreme 12Gから 
メザニンカードを取り外す 
メザニンカードの取り外し方 
マザーボードにデュアルスロットPCIeカードを取り付けるスペースがない場合、DeckLink 4K Extreme 
12Gのメザニンカードを簡単に取り外して対応できます。

メザニンカードの取り外し：
1 身体の静電気を放電します。DeckLinkカードを横にして金色のPCIe接触部を上に向け、きれい

で平らな場所に置きます。
2 DeckLinkカードの底面で、メザニンカードのスタンドオフサポートに使用されている2つのネジ

を確認します。これらは、BNCコネクターから最も離れた場所にある2つのネジです。プラスドラ
イバーを使用して、2つのネジをゆっくりと外します。

3 DeckLinkカードの基盤の端を持ち、ブリッジコネクターがスロットから外れるまでメザニンカー
ドをゆっくりと持ち上げます。

4 後に再び取り付ける場合に備え、ブリッジコネクターがメザニンカードにしっかりと挿入されてい
ることを確認します。

5 2つのネジをそれぞれのスタンドオフサポートに締め、メザニンカードを静電気防止バッグに入
れて安全な場所に保管します。

これで、DeckLink 4K Extreme 12GカードをコンピューターのPCIeにインストールできます。

メザニンカード取り付け：
1 メザニンカードの2つのスタンドオフサポートをDeckLinkカード両側のネジ穴に合わせ、メザニン

カードをブリッジコネクタースロットにゆっくりと固定します。メザニンカードがブリッジコネクタ
ースロットにしっかりと挿入されていることを確認します。

2 プラスドライバーでネジを締め、メザニンカードのスタンドオフサポートとDeckLinkカードの基盤
を固定します。ネジはきつく締めすぎないよう注意してください。

サポートやアドバイスが必要な場合は、Blackmagic Designのサポートセンターをご利用ください。 
（www.blackmagicdesign.com/jp/support）

DeckLink 4K Extreme 12Gのメザニンカードは簡単に取り外し可能。
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アップデート中断からDeckLinkカードを復旧
DeckLinkカードのアップデート中、コンピューターの電源が意図せずに切れたなどの理由で処理が中断
されると、カードが無効な状態になる場合があります。しかし、DeckLinkカードの多くは、アップデート
の復旧用に特別なUSBポートを搭載しています。

使用しているDecklinkカードがUSB経由の復旧をサポートしている場合、USBポートはカードの後部
または側部にあります。このUSBポートでコンピューターに接続し、カードを直接アップデートします。

アップデート中断からDeckLinkカードを復旧する：
1 コンピューターをシャットダウンし、電源を抜きます。
2 DeckLinkカードをコンピューターのPCIeスロットからゆっくり取り外し、デスクや作業台の上な

ど、安定した場所に置きます。その際は、静電気の放電によってカードが損傷するのを避けるた
め、カードを静電気防止バッグに入れ、静電気防止リストバンドを装着することをお勧めします。

3 USBケーブルを、DeckLinkカードの背面または側面の、USB-CまたはMini-B USBポートに接続
します。

DeckLinkカードをコンピューターのPCIeスロットから取り外し、カードの後部または側
部のUSB-CポートまたはMini B USBポートを使用してコンピューターと接続します。

4 USBケーブルのもう一方を、コンピューターのUSBポートに接続します。

アップデート中断からDeckLinkカードを復旧 145



5 コンピューターを電源に接続し、起動します。 コンピューターの起動後、カードをアップデート
するか確認するウィンドウが表示されます。

「Update」をクリックします。 

プログレスバーには、アップデートの経過と完了メッセージが表示されます。

完了したら、USBケーブルを取り外し、カードをPCIeスロットに差し込みます。

メモ PCIeスロットにアクセスする際は、事前にコンピューターをシャットダウンし、電源を抜
くことを忘れないでください。

カードを差し込んだ後は、コンピューターに電源を入れられます。DeckLinkカードがコンピューターに
認識され、制作作業を続行できます。
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ヘルプ
ヘルプライン
すぐに情報が必要な方は、Blackmagic Designオンラインサポートページで、ハードウェアに関する最
新のサポート情報を確認できます。

Blackmagic Design オンラインサポートページ
最新のマニュアル、ソフトウェア、サポートノートは、www.blackmagicdesign.com/jp/supportの
Blackmagic Designサポートセンターで確認できます。

Blackmagic Designサポートへの連絡
サポートページで必要な情報を得られなかった場合は、サポートページの「メールを送信」ボタンで、
サポートのリクエストをメール送信してください。あるいは、サポートページの「お住まいの地域のサポ
ートオフィス」をクリックして、お住まいの地域のBlackmagic Designサポートオフィスに電話でお問い
合わせください。

現在インストールされているバージョンを確認する
お使いのコンピューターにインストールされているBlackmagic Desktop Video Setupソフトウェアの 
バージョンを確認するには、Blackmagic Desktop Video Setupのシステム環境設定を開いてください。

 – Mac OSでは、アプリケーションフォルダーの「Blackmagic Desktop Video Setup」を開きま
す。「About Blackmagic Desktop Video Setup」メニューをクリックすると、ソフトウェアのバー 
ジョンが表示されます。

 – Windows 8および8.1では、スタートページで「Blackmagic」と入力し、Blackmagic Desktop 
Video Setupアプリケーションをクリックします。「About Blackmagic Desktop Video Setup」
メニューをクリックすると、ソフトウェアのバージョンが表示されます。

 – Windows 10では、スタートボタンをクリックして、検索ボックスに「Blackmagic」と入力します。 
Blackmagic Desktop Video Setupアプリケーションをクリックします。「About Blackmagic 
Desktop Video Setup」メニューをクリックすると、ソフトウェアのバージョンが表示されます。

 – Linuxでは、「アプリケーション」から「サウンドとビデオ」に行き、「Blackmagic Desktop Utility」
アプリケーションをダブルクリックします。「About Blackmagic Desktop Video Setup」メニ
ューをクリックすると、ソフトウェアのバージョンが表示されます。

最新のアップデートを入手する
ご使用のコンピューターにインストールされているBlackmagic Desktop Video Setupのバージョンを確
認したら、Blackmagicサポートセンター（www.blackmagicdesign.com/jp/support）で最新のソフトウ
ェアアップデートをチェックしてください。常に最新のソフトウェアを使用することを推奨しますが、重要
なプロジェクトの実行中は、ソフトウェアのアップデートは行わない方がよいでしょう。

ドライバーを最後にアップデートした日付を確認するには、Blackmagic Desktop Video Setupの
「About」タブをクリックします。また、ステータスリポートの「Create」ボタンでもドライバーのステー
タスリポートを生成できます。
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デベロッパーの皆様へ
Blackmagic Designハードウェアをコントロールするカスタムソフトウェアを開
発する
自分自身でカスタマイズしたソフトウェアでBlackmagicビデオハードウェアをコントロールできる、 
DeckLink SDKがご利用頂けます。DeckLink SDKは、UltraStudio、DeckLink、Intensityシリーズを 
サポートしています。

DeckLink SDKは、使い勝手のよいハードウェアコントロール、高レベルのインターフェースで、一般的な 
タスクを実行できます。DeckLink SDKは、以下のテクノロジーをサポートしています。

 – DeckLink API

 – Apple QuickTime

 – Apple Core Media 
 – Microsoft DirectShow

Blackmagic Design SDKを無償でダウンロード
DeckLink SDKは、www.blackmagicdesign.com/jp/support でダウンロードできます。

Blackmagic Design Software Developersフォーラムに加わる
コーデック、Core Media、API、SDKなど、Blackmagic Design製品のテクノロジーに関する問題の解決
策、フィードバック、アドバイスなどが必要な場合は、Blackmagic Design Software Developersフォー
ラムをご利用ください。このフォーラムでは、Blackmagic Designサポートスタッフおよび他のフォーラム
メンバーと交流でき、デベロッパー特有の質問への回答や詳細な情報が得られます。Blackmagic Design 
Software Developersフォーラムは、Blackmagic Designフォーラム（forum.blackmagicdesign.com）
からアクセスできます。

Blackmagic Designデベロッパーアシスタントへの連絡
Blackmagic Design Sof tware Developersフォーラムを使用せずに質問したい場合は、 
developer@blackmagicdesign.com にご連絡ください。
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規制に関する警告
欧州連合内での電気機器および電子機器の廃棄処分
製品に記載されている記号は、当該の機器を他の廃棄物と共に処分してはならないことを示しています。
機器を廃棄するには、必ずリサイクルのために指定の回収場所に引き渡してください。機器の廃棄におい
て個別回収とリサイクルが行われることで、天然資源の保護につながり、健康と環境を守る方法でリサイ
クルが確実に行われるようになります。廃棄する機器のリサイクルのための回収場所に関しては、お住ま
いの地方自治体のリサイクル部門、または製品を購入した販売業者にご連絡ください。

この機器は、FCC規定の第15部に準拠し、クラスAデジタル機器の制限に適合していることが確認され
ています。これらの制限は、商用環境で機器を使用している場合に有害な干渉に対する妥当な保護を
提供するためのものです。この機器は無線周波エネルギーを生成、使用、放出する可能性があります。
また、指示に従ってインストールおよび使用しない場合、無線通信に有害な干渉を引き起こす恐れがあ
ります。住宅地域で当製品を使用すると有害な干渉を引き起こす可能性があり、その場合はユーザーが
自己責任で干渉に対処する必要があります。

動作は次の2つを条件とします：

1 本機は、有害な干渉を起こさない。
2 本機は希望しない動作を発生しかねない干渉を含む、いかなる受信干渉も受け入れる必要がある。

ISED Canadaステートメント
本機は、カナダのクラスAデジタル機器の規格に準拠しています。

本機のいかなる改造、あるいは目的の用途以外での使用は、これらの規格への順守を無効にすること
があります。

HDMIインターフェースへの接続は、必ず高品質のシールドHDMIケーブルを使用する必要があります。

本機は、商業環境で目的の用途に順守した使用においてテストを行なっています。非商業環境で使用さ
れた場合、無線妨害を引き起こす可能性があります。

規制に関する警告 149



安全情報
感電を避けるため、当製品は必ずアース端子付きコンセントに接続してください。不確かな場合は、資
格を持つ電気技師に連絡してください。

感電のリスクを減らすため、水が跳ねたり、滴るような場所には置かないでください。

この製品は、周囲温度が最高40度までの熱帯地区での使用に対応しています。

通気が妨げられないように、この製品の周囲は通気に十分なスペースを開けるようにしてください。

ラックマウントする場合は、隣接する機器により通気が妨げられないようにしてください。

この製品の内部には、ユーザーが保守できる部品はありません。サービスに関しては、お近くのBlackmagic 
Designのサービスセンターにお問い合わせください。

一部の製品は、SFP（スモールフォームファクタ・トランシーバー）光ファイバーモジュールを接続可能。 
レーザークラスのクラス1のSFP光モジュールを使用。

推奨されるBlackmagic Design SFPモジュール：

 – 3G-SDI：PL-4F20-311C

 – 6G-SDI：PL-8F10-311C

 – 12G-SDI：PL-TG10-311C

海抜2000m以上では使用しないでください。

カリフォルニア州ステートメント
この製品のユーザーは、プラスチック部品内の微量の多臭素化ビフェニルなどの化学物質にさらされる
可能性があります。カリフォルニア州は、多臭素化ビフェニルは発がん性があり、先天異常や生殖機能へ
危害を及ぼす物質であると認識しています。

詳細は、以下のウェブサイトをご確認ください。www.P65Warnings.ca.gov

正規サービススタッフへの注意
サービス前に、電源を電源インレットから外してください。

警告 ‒ 二極/中性ヒューズ 
この機器の電源供給には、電圧線と中性線の両方にヒューズが使われており、ノルウェー 
のIT電力分配システムへの接続にも適しています。
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